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１．調査概要 

（１） 目的 

松山市では、平成 2８（2016）年 3月に「第 2期 松山市母子家庭等自立促進計画」を策定

し、母子家庭等の自立支援事業を進めてきました。 

現計画が令和 2 年度に計画期末を迎えることから、これまでの取り組みの進捗状況や成果

等を評価・分析するとともに、ひとり親家庭の方の子育てや生活に関する課題を把握し、次期

計画策定の基礎資料とすることを目的として本調査を実施しました。 

 

 

（２） 対象 

松山市在住の母子世帯および父子世帯。 

※「母子世帯」：20 歳未満の子どもを扶養している配偶者のない女子と子どもからなる家庭。

（母子以外の同居者がある場合を含む） 

※「父子世帯」：20 歳未満の子どもを扶養している配偶者のない男子と子どもからなる家庭。

（父子以外の同居者がある場合を含む） 

 

（３） 方法・調査期間等 

【方法】 

郵送による配布・回収 

【調査対象の抽出】 

松山市の児童扶養手当受給資格者及びひとり親家庭医療助成対象者より、令和2（2020）年8

月 1日を基準日として、母子世帯 2,000件、父子世帯 300件を無作為に抽出。 

【調査期間】 

令和 2（2020）年 8月 13日～9月 11日 

 

（４） 配布数と有効回答数（有効回答率） 

【配布数/有効回答数（有効回答率）】 

 配布数 有効回答数/率 

母子世帯 2,000件 975件/48.7% 

父子世帯 300件 116件/38.6% 

合計 2,300件 1,096件/47.6% 

※合計には世帯の不明・無回答 5件を含む。 
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（５） 調査結果の見方 

・ 回答結果は、各項目の不明・無回答を含む有効サンプル数に対する百分率(%）で示し、百

分率は小数第 2位を四捨五入して小数第 1位までを表示しています。そのため、単数回答

(複数の選択肢から 1つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0%にならない場

合があります。 

・ 複数回答(複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢

ごとの有効回答数に対して、それぞれの比率を示しています。そのため、合計が 100.0%

を超える場合があります。 

・ 図中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が

できないものです。 

・ 図中の「N」は集計対象者総数または、回答者限定設問の限定条件の該当者数を示してい

ます。 

・ 本文中の「H27調査」「H28全国」「H26県」は下記の資料からの出典となっています。 

「H27調査」：「松山市ひとり親世帯実態調査結果報告書」（平成 27（2015）年実施） 

なお、本文中では「前回調査」という。 

「H28全国」：厚生労働省雇用均等・児童家庭局 

「平成28年度全国母子世帯等調査結果報告（平成28（2016）年11月実施）」 

「H26県」：愛媛県保健福祉部生きがい推進局子育て支援課 

「平成26年度愛媛県ひとり親家庭実態調査結果（平成26（2014）年7月実施）」 

 

なお、今回の調査結果との比較のため、全国や愛媛県、前回調査結果については、無回答や

不詳を除くなど、一部調整しています。 
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２．調査結果 

（１） 世帯の状況  

① 親の年齢（調査時点） 

（母子世帯） 

「40～49歳」が最も多く 44.2%、次いで「30～39 歳」が 29.4%、「50～59 歳」が 16.2%

などとなっています。平均年齢は41.7歳、「H27調査」（以下「前回調査」という。）は39.4歳とな

っています。 

 

 

（父子世帯） 

「40～49 歳」が最も多く 58.6%、次いで「50～59 歳」が 19.8%、「30～39 歳」が 17.2%

などとなっています。平均年齢は 44.8歳、「前回調査」は 42.3歳となっています。 
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② ひとり親世帯になった時点での自身の年齢と末子の年齢 

（母子世帯） 

母親の年齢は「30～39歳」が最も多く44.7%、次いで「20～29歳」が27.9%、「40～49歳」

が 22.6%などとなっています。平均年齢は 30.4歳、「前回調査」は 32.6歳となっています。 

末子の年齢は「0～2 歳」が最も多く 41.7%、次いで「3～5 歳」が 22.4%、「6～8 歳」が

14.2%などとなっています。平均年齢は 4.8歳、「前回調査」は 4.0歳となっています。 
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（父子世帯） 

父親の年齢は「30～39歳」が最も多く43.1%、次いで「40～49歳」が38.8%、「20～29歳」

「50～59 歳」がそれぞれ 8.6%などとなっています。平均年齢は 39.3歳、前回調査は 36.3歳

となっています。 

末子の年齢は「3～5 歳」が最も多く 23.3%、次いで「0～2 歳」が 21.6%、「6～8 歳」が

18.1%などとなっています。末子の平均年齢は 7.0歳、「前回調査」は 5.7歳となっています。 
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③ ひとり親世帯になってからの年数 

（母子世帯） 

「11年以上」が最も多く 25.8%、次いで「5～8年未満」が 21.8%、「2～5年未満」が 20.5%

などとなっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「2～5年未満」が最も多く31.0%、次いで「5～8年未満」が25.0%、「2年未満」が 17.2%な

どとなっています。 
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8～11年未満 11年以上 不明・無回答
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④ 世帯の構成 

【子ども以外の同居者の有無と人数等】 

（母子世帯） 

「いる」が 30.6%、「いない」が 69.3%となっています。 

平均世帯人員は 2.54人、「前回調査」は 3.10人となっています。 

子ども以外の同居者の人数は「２人」が最も多く 40.3％、次いで「1人」が 35.9%、「3人」が

11.1％などとなっています。 

同居者と母親との関係をみると、「母」が最も多く 79.2%、次いで「父」が 51.7%などとなって

います。 
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1人

2人

3人

4人

5人以上

不明・無回答

(%)
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（母子世帯）

（単数回答；N＝298）
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祖父
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義父（子の祖父）
義母（子の祖母）

その他
不明・無回答

(%)

母子世帯の同居者との関係
（複数回答;N=298）
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（父子世帯） 

「いる」が 31.9%、「いない」が 68.1%となっています。 

平均世帯人員は 2.59人、「前回調査」は 3.34人となっています。 

子ども以外の同居者の人数は「２人」が最も多く 45.9％、次いで「1人」が 27.0％などとなって

います。 

同居者と父親との関係をみると、「母」が最も多く81.1%、次いで「父」が54.1%などとなってい

ます。 
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（複数回答；N=37）
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【子どもの人数と就学状況】 

（母子世帯） 

子どもの人数は、「1 人」が最も多く 53.8%、次いで「2 人」が 36.2%、「3 人以上」が 9.9%と

なっています。 

子どもの就学状況は、「小学生」が最も多く 28.8%、次いで「高校生」が 21.6%などとなってい

ます。 

 

（父子世帯） 

子どもの人数は、「1人」が最も多く 42.6%、次いで「2人」が 41.7%、「3人以上」が 15.7％と

なっています。 

子どもの就学状況は、「高校生」が最も多く 27.8%、次いで「小学生」が 26.8%などとなってい

ます。 

 

  
 

  

53.8

36.2

9.9

42.6

41.7

15.7

0 20 40 60

1人

2人

3人以上

(%)

子どもの人数
（単数回答）

母子世帯（N=936)

父子世帯(N=115）

12.6

28.8

19.1

21.6

17.9

5.4

26.8

24.9

27.8

15.1

0 20 40 60

未就学児

小学生

中学生

高校生

高校卒業以上

(%)

子どもの就学状況

（各単数回答）

母子世帯（N=1,469）

父子世帯（N=205）
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⑤ ひとり親世帯になった理由 

（母子世帯） 

「協議離婚」が最も多く 65.5%、次いで「調停離婚」が 15.7%、「死別」が 7.0%などとなってい

ます。 

 

 

 

（父子世帯） 

「協議離婚」が最も多く 64.7%、次いで「死別」が 15.5%、「調停離婚」が 9.5%などとなってい

ます。 

 

 

  

7.0

1.3

8.0

0.5

79.5

65.5

88.5

73.4

15.7

13.8

0.1

0.5

1.3

1.7

6.8

7.5

8.7

6.8

0.5

0.4

0.2

0.5

0.1

2.4

1.9

2.0

1.8

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=799）

H28全国（N=2,060）

H26県（N=811）

（%）

ひとり親世帯になった理由

（母子世帯）
(単数回答）

死別 離婚 協議離婚

調停離婚 審判離婚 裁判離婚

未婚 行方不明 遺棄

※H27調査・H28全国は「協議離婚」「調停離婚」「審判離婚」「裁判離婚」の項目がなく「離婚」の1項目

15.5

10.5

19.0

13.9

75.6

64.7

83.8

65.8

9.5

7.6

0.9

0.6

4.3

3.2

0.9

3.2

0.5 0.5 0.5

4.3

1.6

3.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=124）

H28全国（N=405）

H26県（N=158）

（%）

ひとり親世帯になった理由

（父子世帯）
(単数回答）

死別 離婚 協議離婚 調停離婚

審判離婚 裁判離婚 未婚 行方不明

遺棄 その他 不明・無回答

※H27調査・H28全国は「協議離婚」「調停離婚」「審判離婚」「裁判離婚」の項目がなく「離婚」の1項目
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⑥ ひとり親世帯の親の最終学歴 

（母子世帯） 

「高校卒業」が最も多く39.4%、次いで「短大卒業」が17.4%、「専修・専門学校卒業」が17.2%

「大学・大学院卒業」が 12.7%、「中学校卒業」が 10.2%などとなっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「高校卒業」が最も多く 37.1%、次いで「大学・大学院卒業」が 34.5%、「専修・専門学校卒業」が

14.7%、「中学校卒業」が 9.5%などとなっています。 

 

  

10.2

12.1

11.2

39.4

42.3

43.6

2.1

2.5

4.8

17.4

13.4

13.8

12.7

11.9

8.9

17.2

17.0

14.3

0.7

0.8

0.7

0.3

2.7

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=799）

H28全国（N=2,060）

（%）

親の最終学歴

（母子世帯）
(単数回答）

中学校卒業 高校卒業
高専学校卒業 短大卒業
大学・大学院卒業 専修・専門学校卒業
その他 不明・無回答

9.5

21.0

12.6

37.1

46.0

46.7

3.4

0.8

3.5

0.9

1.6

1.7

34.5

15.3

18.5

14.7

12.9

11.6

2.4

1.0

4.4

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=124）

H28全国（N=405）

（%）

親の最終学歴

（父子世帯）
(単数回答）

中学校卒業 高校卒業
高専学校卒業 短大卒業
大学・大学院卒業 専修・専門学校卒業
その他 不明・無回答
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（２） 住まいの状況  

① 住宅の種類 

（母子世帯） 

「借家（アパート・マンション含む）」が最も多く 47.1%、次いで「実家などに同居」が 16.6%、「持

ち家（その他）」が 14.1%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「持ち家（本人名義）」が最も多く 44.0%、次いで「借家（アパート・マンション含む）」が 24.1%、

「実家などに同居」が 17.2%などとなっています。 

  

11.5

15.2

14.1

0.0 21.9

19.8

16.2

47.1

49.7

33.1

35.3

16.6

16.8

13.2

26.9

8.9

10.0

2.3

14.3

0.4

0.8

13.1

1.0

0.1

0.1

0.5

0.6

0.5

1.7

0.6

0.1

2.7

4.0

0.1

0.6

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=798）

H28全国（N=2,060）

H26県（N=802）

（%）

住宅の種類

（母子世帯）

(単数回答）

持ち家（本人名義） 持ち家（その他）

持ち家 借家（アパート・マンション含む）

実家などに同居 県市営住宅

公社・公団住宅 社宅など

間借り その他

不明・無回答

※H27調査、H26県では「持ち家」のみの項目、H28全国では「持ち家」「持ち家（本人名義）」の項目となって

いる。「間借り」「社宅など」の項目はない。

44.0

49.4

9.5

37.1

18.8

52.5

24.1

36.3

11.4

14.6

17.2

21.8

10.4

21.5

2.6

3.2

7.4

6.3

0.2

1.7

0.8

1.3

0.9

0.8

2.0

3.1

0.5

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=124）

H28全国（N=405）

H26県（N=158）

（%）

住宅の種類

（父子世帯）

(単数回答）

持ち家（本人名義） 持ち家（その他）

持ち家 借家（アパート・マンション含む）

実家などに同居 県市営住宅

公社・公団住宅 社宅など

間借り その他

不明・無回答

※H27調査、H26県では「持ち家」のみの項目、H28全国では「持ち家」「持ち家（本人名義）」の項目となって

いる。「間借り」「社宅など」の項目はない。
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② 家賃の月額 

（母子世帯） 

家賃の支払いをしている人の家賃は「5～8 万円未満」が最も多く 43.5%、次いで「2～5 万円

未満」が 38.6%、「2万円未満」が 13.2%などとなっています。 

 

 
 

（父子世帯） 

家賃の支払いをしている人の家賃は、「5～8万円未満」が最も多く4２.４%、次いで「2～5万円

未満」が２7.1%、「2万円未満」「8～10万円未満」「10万円以上」がそれぞれ10.2%となっていま

す。 

 

  

13.2

18.0

31.9

38.6

43.7

48.1

43.5

38.3

20.1

2.2

0.6

2.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=651）

H27調査（N=572）

H26県（N=483）

（%）

家賃の月額

（母子世帯）
(単数回答）

2万円未満 2～5万円未満 5～8万円未満

8～10万円未満 10万円以上 不明・無回答

※H27調査、H26県は「2万円未満」「2～5万円未満」「5万円以上」の選択肢

10.2

7.4

39.1

27.1

57.4

37.0

42.4

35.2

23.9

10.2 10.2

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=59）

H27調査（N=68）

H26県（N=46）

（%）

家賃の月額

（父子世帯）
(単数回答）

2万円未満 2～5万円未満 5～8万円未満

8～10万円未満 10万円以上 不明・無回答

※H27調査、H26県は「2万円未満」「2～5万円未満」「5万円以上」の選択肢
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③ 公営住宅への入居希望 

（母子世帯） 

「県市営住宅」「公社・公団住宅」に入居していない人の公営住宅への入居希望は、「入居希望はな

い」が最も多く68.4%、次いで「できれば入居したい」が 18.8%、「ぜひ入居したい」が 7.8%とな

っています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「県市営住宅」「公社・公団住宅」に入居していない人の公営住宅への入居希望は、「入居希望はな

い」が最も多く77.0%、次いで「できれば入居したい」が5.3%、「ぜひ入居したい」が3.5%となっ

ています。 

 

  

7.8

14.3

17.7

18.8

27.6

30.7

68.4

58.1

51.6

5.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=883）

H27調査（N=642）

H26県（N=514）

（%）

公営住宅への入居希望

（母子世帯）
(単数回答）

ぜひ入居したい できれば入居したい 入居希望はない 不明・無回答

3.5

14.0

19.0

5.3

18.0

15.5

77.0

68.0

65.5

14.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=113）

H27調査（N=100）

H26県（N=58）

（%）

公営住宅への入居希望

（父子世帯）
(単数回答）

ぜひ入居したい できれば入居したい 入居希望はない 不明・無回答
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【借家居住者の公営住宅への入居希望】 

（母子世帯） 

「借家居住者（アパート・マンション含む）」の公営住宅の入居希望は、「入居希望はない」が最も多

く 59.0%、次いで「できれば入居したい」が 25.9%、「ぜひ入居したい」が 12.9%となっていま

す。 

 

（父子世帯） 

「借家居住者（アパート・マンション含む）」の公営住宅の入居希望は、「入居希望はない」が最も多

く 71.4%、次いで「ぜひ入居したい」「できれば入居したい」がそれぞれ 14.3%となっています。 

 

 

  

12.9

25.9

59.0

2.2

14.3

14.3

71.4

0.0

0 25 50 75 100

ぜひ入居したい

できれば入居したい

入居希望はない

不明・無回答

(%)

借家居住者の公営住宅への入居希望
（単数回答）

母子世帯（N=459）

父子世帯（N=28）
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（３） 仕事について  

① ひとり親世帯になる前の就業形態 

（母子世帯） 

「パート、アルバイト」が最も多く 41.6%、次いで「正社員」が 24.1%、「不就労（仕事をしていな

い）」が 23.0%などとなっています。 

 

 

（父子世帯） 

「正社員」が最も多く 76.7%、次いで「自営業者」が 14.7%、「家族従事者（自営業手伝い）」が

4.3%などとなっています。 

  

24.1

24.7

24.4

25.1

41.6

39.7

41.5

38.8

2.1

2.5

2.2

2.9

3.3

5.2

2.8

3.5

3.3

2.0

0.7

0.5

1.6

1.9

2.4

2.4

23.0

26.0

23.5

27.4

0.3

0.7

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=795）

H28全国（N=2,060）

H26県（N=804）

（%）

ひとり親世帯になる前の就業形態

（母子世帯）
(単数回答）

正社員 パート、アルバイト
派遣社員 自営業者
家族従事者（自営業手伝い） 内職
会社などの役員 その他
不就労（仕事をしていない） 不明・無回答

※H28全国のみ「会社などの役員」の項目がある。

76.7

61.3

68.9

67.1

1.7

5.6

4.4

5.2

1.7

2.4

1.5

0.6

14.7

23.4

15.6

23.2

4.3

1.22.7

0.9

2.4

1.5

0.6

4.8

3.0

3.2

1.2

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=124）

H28全国（N=405）

H26県（N=155）

（%）

ひとり親世帯になる前の就業形態

（父子世帯）
(単数回答）

正社員 パート、アルバイト
派遣社員 自営業者
家族従事者（自営業手伝い） 内職
会社などの役員 その他
不就労（仕事をしていない） 不明・無回答

※H28全国のみ「会社などの役員」の項目がある。
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② ひとり親世帯を契機とした転職の有無とその理由 

【ひとり親世帯を契機とした転職の有無】 

（母子世帯） 

「転職した」が 52.7%、「転職していない」が 45.9%となっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「転職した」が 17.4%、「転職していない」が 77.4%となっています。 

 

 

  

52.7

52.9

45.5

52.1

45.9

47.1

49.4

47.8

1.4

0.0

5.1

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=725）

H27調査（N=588）

H28全国（N=1,562）

H26県（N=570）

（%）

ひとり親世帯を契機とした転職の有無

（母子世帯）
(単数回答）

転職した 転職していない 不明・無回答

17.4

29.8

24.7

26.7

77.4

58.9

71.1

70.7

5.2

11.3

4.1

2.7

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=115）

H27調査（N=124）

H28全国（N=388）

H26県（N=150）

（%）

ひとり親世帯を契機とした転職の有無

（父子世帯）
(単数回答）

転職した 転職していない 不明・無回答
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【ひとり親世帯を契機とした転職の理由】 

（母子世帯） 

「転職した」と回答した人のその主な理由は、「収入がよくない」が最も多く 40.1%、次いで「労働

時間があわない」が 14.4%、「勤め先が自宅から遠い」が 10.2%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「転職した」と回答した人のその主な理由は、「労働時間があわない」が最も多く 25.0%、次いで

「勤め先が自宅から遠い」が 15.0%、「収入がよくない」「身分が安定していない」がそれぞれ

10.0%などとなっています。 

  

40.1

37.2

39.8

35.0

10.2

10.4

10.3

14.3

2.4

3.1

5.0

3.8

1.3

0.7

0.7

1.4

1.6

1.0

1.8

1.0

14.4

11.8

13.0

11.2

6.0

3.5

4.5

2.1

0.7

1.3

3.1

2.1

4.9

2.7

3.5

0.5

0.3

0.9

0.3

6.8

6.6

6.8

11.3

19.8

15.8

21.7

1.3

1.9

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=382）

H27調査（N=288）

H28全国（N=678）

H26県（N=286）

（%）

ひとり親世帯を契機とした転職の理由

（母子世帯）
(単数回答）

収入がよくない 勤め先が自宅から遠い

健康がすぐれない 仕事の内容がよくない

職場環境になじめない 労働時間があわない

社会保険がない又は不十分 休みが少ない

身分が安定していない 経験や能力が発揮できない

自営業等で従事していたが離婚したため その他

不明・無回答

10.0

16.7

17.7

17.5

15.0

5.6

6.3

7.5

2.8

6.3

5.0

5.6

1.0

7.5

2.8

6.3

25.0

27.8

22.9

22.5

3.1

5.0

7.3

1.0

10.0

2.8

2.1

5.0

2.8

2.1

35.0

33.3

20.8

35.0

0.0

4.2

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=20）

H27調査（N=36）

H28全国（N=96）

H26県（N=14）

（%）

ひとり親世帯を契機とした転職の理由

（父子世帯）
(単数回答）

収入がよくない 勤め先が自宅から遠い

健康がすぐれない 仕事の内容がよくない

職場環境になじめない 労働時間があわない

社会保険がない又は不十分 休みが少ない

身分が安定していない 経験や能力が発揮できない

自営業等で従事していたが離婚したため その他

不明・無回答
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③ 現在の就業状況と仕事の数 

【現在の就業状況】 

（母子世帯） 

「仕事をしている」が 88.6%、「仕事をしていない」が 11.1%となっています。 

仕事の数は「1個」が最も多く 83.9%、次いで「2個」が 6.3%などとなっています。 

 

  

 

（父子世帯） 

「仕事をしている」が 96.6%、「仕事をしていない」が 3.4%となっています。 

仕事の数は「1個」が最も多く 85.7%、次いで「2個」が 2.7%などとなっています。 

 

   

88.6

88.0

81.8

94.1

11.1

12.0

9.4

6.0

0.3

0.0

8.8

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=778）

H28全国（N=2,060）

H26県（N=802）

（%）

現在の就業状況

（母子世帯）
(単数回答）

仕事をしている 仕事をしていない 不明・無回答

83.9

6.3

0.7

0.1

9.0

0 25 50 75 100

1個

2個

3個

4個

不明・無

回答

(%)

仕事の数
（単数回答；N=864）

96.6

85.1

85.4

94.2

3.4

14.9

5.4

5.7

0.0

0.0

9.1

0.0

60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=121）

H28全国（N=405）

H26県（N=157）

（%）

現在の就業状況

（父子世帯）
(単数回答）

仕事をしている 仕事をしていない 不明・無回答

85.7

2.7

0.0

0.0

11.6

0 25 50 75 100

1個

2個

3個

4個

不明・無

回答

(%)

仕事の数
（単数回答；N=112）
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④ 現在の就業形態と職種 

【主な仕事の就業形態】 

（母子世帯） 

「正社員」が最も多く 47.9%、次いで「パート・アルバイト」が 35.6%、「派遣社員」が 5.0%など

となっています。 

 

 

（父子世帯） 

「正社員」が最も多く 71.4%、次いで「自営業者」が 14.3%、「パート・アルバイト」が 6.3%など

となっています。 

  

47.9

43.3

39.9

45.0

35.6

34.4

39.5

40.0

5.0

3.6

4.2

2.9

4.5

2.6

3.1

3.2

0.8

0.6

0.5

0.3

0.9

5.3

3.5

2.2

3.0

12.0

6.0

0.5

9.7

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=864）

H27調査（N=778）

H28全国（N=1,867）

H26県（N=802）

（%）

主な仕事の就業形態

（母子世帯）
(単数回答）

正社員 パート・アルバイト
派遣社員 自営業者
家族従事者（自営業手伝い） 内職
会社などの役員 その他
不就労 不明・無回答

71.4

50.4

61.6

62.4

6.3

5.8

5.7

5.7

1.8

1.7

1.3

1.9

14.3

22.3

16.4

22.3

2.7

0.8

2.3

1.6

1.8

4.1

1.3

1.9

14.9

5.7

1.8

9.7

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=112）

H27調査（N=121）

H28全国（N=383）

H26県（N=157）

（%）

主な仕事の就業形態

（父子世帯）
(単数回答）

正社員 パート・アルバイト
派遣社員 自営業者
家族従事者（自営業手伝い） 内職
会社などの役員 その他
不就労 不明・無回答
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【主な仕事の職種】 

（母子世帯） 

「事務的な仕事」が最も多く 28.2%、次いで「専門知識・技術を活かした仕事」が 19.8%、「営業、

販売の仕事」が 15.9%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「営業、販売の仕事」が最も多く 24.1%、次いで「製造、技能、労務の仕事」が 17.0%、「専門知

識・技術を活かした仕事」が 16.1%などとなっています。 

  

19.8

22.7

20.3

30.0

1.6

0.6

2.4

0.9

28.2

30.5

23.4

22.5

15.9

17.6

8.4

10.3

0.5

0.4

0.7

2.0

2.5

0.3

0.5

4.4

7.0

11.1

0.2

0.1

0.1

15.3

15.3

22.2

14.2

8.3

3.6

20.8

9.7

4.1

1.7

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=864）

H27調査（N=642）

H28全国（N=1,685）

H26県（N=741）

（%）

主な仕事の職種

（母子世帯）
(単数回答）

専門知識・技術を活かした仕事 管理的な仕事
事務的な仕事 営業、販売の仕事
農林漁業の仕事 運輸、通信の仕事
製造、技能、労務の仕事 保安関係の仕事
サービス職の仕事 その他
不明・無回答

※H28全国の「その他」は、今回調査にはない「生産工程」「輸送・機械運転」「建設・採掘」「運搬・清掃・

16.1

15.1

21.1

11.7

12.5

3.5

10.1

2.1

6.3

2.3

4.5

4.1

24.1

19.8

4.7

9.0

1.8

1.2

5.9

8.3

10.7

8.1

6.8

12.4

17.0

36.0

36.6

0.9

1.2

2.7

11.6

11.3

5.5

3.6

2.3

32.3

10.3

4.5

2.1

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=112）

H27調査（N=86）

H28全国（N=337）

H26県（N=145）

（%）

主な仕事の職種

（父子世帯）
(単数回答）

専門知識・技術を活かした仕事 管理的な仕事

事務的な仕事 営業、販売の仕事

農林漁業の仕事 運輸、通信の仕事

製造、技能、労務の仕事 保安関係の仕事

サービス職の仕事 その他

不明・無回答

※H28全国の「その他」は、今回調査にはない「生産工程」「輸送・機械運転」「建設・採掘」「運搬・

清掃・包装等」を含む
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⑤ 1日の平均就労時間と出勤・帰宅時間 

【１日の平均就労時間】 

（母子世帯） 

「7～9 時間未満」が最も多く 61.8%、次いで「5～7 時間未満」が 15.0%、「9～11 時間未満」

が 10.2%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「7～9 時間未満」が最も多く 47.3%、次いで「9～11 時間未満」が 23.2%、「11 時間以上」が

17.0%などとなっています。 

 

 

 

  

0.3

4.5

15.0

61.8

10.2

2.1

6.0

1.8

0.0

2.7

47.3

23.2

17.0

8.0

0 20 40 60 80

3時間未満

3～5時間未満

5～7時間未満

7～9時間未満

9～11時間未満

11時間以上

不明・無回答

(%)

1日の平均就労時間
（単数回答）

母子世帯

（N=864）

父子世帯

（N=112）
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【出勤時間と帰宅時間】 

（母子世帯） 

「午前８時～10時までの間」が最も多く53.4%、次いで「午前6時～8時までの間」が27.3%、

「交代制勤務などで一定しない」が 10.4%などとなっています。 

帰宅時間は、「午後６時以前」が最も多く 40.7%、次いで「午後６～8 時までの間」が 39.2%、

「交代制勤務などで一定しない」が 9.6%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「午前 6～8 時までの間」が最も多く 48.2%、次いで「午前８時～10 時までの間」が 32.1%、

「交代制勤務などで一定しない」が 7.1%などとなっています。 

帰宅時間は、「午後 6～8 時までの間」が最も多く 51.8%、次いで「午後 6 時以前」が 19.6%、

「午後８～10時までの間」が 15.2%などとなっています。 

 

  

 

  

0.8

27.3

53.4

2.8

3.6

10.4

1.7

4.5

48.2

32.1

2.7

1.8

7.1

3.6

0 20 40 60 80

午前６時以前

午前６時～８時までの間

午前８時～10時までの間

午前10時～12時までの間

午後からの勤務

交代制勤務などで

一定しない

不明・無回答

(%)

出勤時間
（単数回答）

母子世帯

（N=864）

父子世帯

（N=112）

40.7

39.2

5.2

1.4

1.9

9.6

2.0

19.6

51.8

15.2

2.7

2.7

5.4

2.7

0 20 40 60 80

午後６時以前

午後６時～８時までの間

午後８時～10時までの間

午後10時～12時までの間

深夜・早朝

交代制勤務などで

一定しない

不明・無回答

(%)

帰宅時間
（単数回答）

母子世帯

（N=864）

父子世帯

（N=112）
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⑥ 転職の意向とその理由 

【転職の意向】 

（母子世帯） 

「現在の仕事を続けたい」が 72.6%、「仕事を変えたい」が 24.3%となっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「現在の仕事を続けたい」が 83.0%、「仕事を変えたい」が 13.4%となっています。 

 

  

72.6

65.8

66.6

64.1

24.3

34.2

30.4

34.5

0.0

0.0

1.1

0.0

3.1

0.0

1.8

1.3

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=864）

H27調査（N=690）

H28全国（N=1,685）

H26県（N=747）

（%）

転職の意向

（母子世帯）
(単数回答）

現在の仕事を続けたい 仕事を変えたい

仕事をやめたい 不明・無回答

※H28全国のみ「仕事をやめたい」の項目がある。

83.0

68.9

76.6

72.9

13.4

31.1

20.2

25.0

0.0

0.0

0.9

0.0

3.6

0.0

2.3

2.1

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=112）

H27調査（N=103）

H28全国（N=346）

H26県（N=144）

（%）

転職の意向

（父子世帯）
(単数回答）

現在の仕事を続けたい 仕事を変えたい

仕事をやめたい 不明・無回答

※H28全国のみ「仕事をやめたい」の項目がある。
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【転職したい最大の理由】 

（母子世帯） 

「仕事を変えたい」人の最大の理由は、「収入がよくない」が最も多く 42.4%、次いで「健康がす

ぐれない」が 8.6%、「労働時間があわない」が 7.6%などとなっています。 

 

 

  

42.4

1.9

8.6

6.2

5.7

7.6

3.8

3.3

3.8

1.0

15.7

0.0

51.9

5.3

5.3

2.9

3.4

10.7

2.9

3.4

7.3

0.0

6.8

0.0

48.1

5.3

3.9

4.1

4.9

6.2

5.1

4.3

4.9

1.6

10.7

1.0

47.9

4.2

5.9

0.0

5.9

6.4

6.4

4.2

2.5

3.0

13.6

0.0

0 20 40 60

収入がよくない

勤め先が自宅から遠い

健康がすぐれない

仕事の内容がよくない

職場環境になじめない

労働時間があわない

社会保険がない又は不十分

休みが少ない

身分が安定していない

経験や能力が発揮できない

その他

不明・無回答

（%）

転職したい最大の理由

（母子世帯）
(単数回答）

今回調査（N=210）

H27調査（N=206）

H28全国（N=513）

H26県（N=236）
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（父子世帯） 

「仕事を変えたい」人の最大の理由は、「収入がよくない」が最も多く 40.0%、次いで「勤め先が

自宅から遠い」「健康がすぐれない」がそれぞれ 13.3%、「仕事の内容がよくない」「労働時間があ

わない」「休みが少ない」がそれぞれ 6.7%などとなっています。 

 

 

  

40.0

13.3

13.3

6.7

0.0

6.7

0.0

6.7

0.0

0.0

13.3

0.0

75.0

7.1

3.6

0.0

0.0

0.0

3.6

0.0

0.0

0.0

10.7

0.0

51.4

4.3

7.1

1.4

1.4

8.6

2.9

8.6

0.0

5.7

4.3

4.3

75.0

3.1

0.0

0.0

3.1

6.3

3.1

6.3

3.1

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

収入がよくない

勤め先が自宅から遠い

健康がすぐれない

仕事の内容がよくない

職場環境になじめない

労働時間があわない

社会保険がない又は不十分

休みが少ない

身分が安定していない

経験や能力が発揮できない

その他

不明・無回答

（%）

転職したい最大の理由

（父子世帯）
(単数回答）

今回調査（N=15）

H27調査（N=28）

H28全国（N=70）

H26県（N=32）
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⑦ 仕事に就いていない理由 

＜現在、仕事をされていない人のみ回答＞ 

（母子世帯） 

「現在、求職活動中である」が最も多く26.9%、次いで「病気（病弱）で働けない」が25.9%、「子

どもの世話をしてくれる人がいない」が 13.0%などとなっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「子どもの世話をしてくれる人がいない」「病気（病弱）で働けない」「現在、求職活動中である」「職

業訓練を受けたり、技術を修得中である」がそれぞれ 25.0%となっています。 

 

  

13.0

16.3

7.8

6.5

25.9

33.7

19.2

26.1

26.9

25.0

42.0

34.8

9.3

14.1

3.1

17.4

0.9

0.5

3.7

1.1

2.6

2.2

2.8

17.6

16.7

9.8

7.3

13.0

0.9

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=108）

H27調査（N=92）

H28全国（N=193）

H26県（N=46）

（%）

仕事に就いていない理由

（母子世帯）
(単数回答）

子どもの世話をしてくれる人がいない 病気（病弱）で働けない

現在、求職活動中である 職業訓練を受けたり、技術を修得中である

収入面で条件の合う仕事がない 時間について条件の合う仕事がない

就職は考えていない その他

不明・無回答

25.0

16.7

4.5

22.2

25.0

44.4

13.6

25.0

27.8

40.9

44.4

25.0

5.6

5.6

4.5

11.1

22.7 9.1

22.2

4.5

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=4）

H27調査（N=18）

H28全国（N=22）

H26県（N=9）

（%）

仕事に就いていない理由

（父子世帯）
(単数回答）

子どもの世話をしてくれる人がいない 病気（病弱）で働けない

現在、求職活動中である 職業訓練を受けたり、技術を修得中である

収入面で条件の合う仕事がない 時間について条件の合う仕事がない

就職は考えていない その他

不明・無回答
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⑧ 仕事に関する情報の入手方法 

（母子世帯） 

「公共職業安定所（ハローワーク）の紹介」が最も多く 47.1%、次いで「新聞やチラシ、求人情報誌

などの求人広告」が 42.4%、「インターネット」が 40.1%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「友人、知人からの紹介」「インターネット」が最も多くそれぞれ 28.4%、次いで「公共職業安定所

（ハローワーク）の紹介」が 25.0%、「新聞やチラシ、求人情報誌などの求人広告」が 17.2%などと

なっています。 

 

 

  

47.1

42.4

5.4

24.8

1.8

40.1

10.2

3.3

5.0

25.0

17.2

2.6

28.4

1.7

28.4

1.7

12.1

17.2

0 20 40 60

公共職業安定所

（ハローワーク）の紹介

新聞やチラシ、求人情報誌などの

求人広告

親兄弟姉妹親戚等からの紹介

友人、知人からの紹介

学校からの紹介

インターネット

派遣登録

その他

不明・無回答

(%)

仕事に関する情報の入手方法
（複数回答）

母子世帯

（N=975）

父子世帯

（N=116）
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（４） 各種資格・免許について  

① 各種資格・免許の有無 

（母子世帯） 

「資格・免許をもっている」が 84.6%、「資格・免許をもっていない」が 14.5%となっています。 

（父子世帯） 

「資格・免許をもっている」が 90.5%、「資格・免許をもっていない」が 7.8%となっています。 

 

 

  

84.6

14.5

0.9

90.5

7.8

1.7

0 25 50 75 100

資格・免許をもっている

資格・免許をもっていない

不明・無回答

(%)

各種資格・免許の有無
（単数回答）

母子世帯

（N=975）

父子世帯

（N=116）
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② 現在取得している資格・技能、仕事に役立っている資格・技能、今後取得したい資格・

技能 

 

（母子世帯） 

現在取得している資格・技能は、「自動車運転免許」が最も多く 68.2%、次いで「簿記」が

24.6%、「パソコン」が 18.2%などとなっています。 

仕事に役立っている資格・技能は、「自動車運転免許」が最も多く 29.8%、次いで「パソコン」が

11.3%、「看護師・准看護師」が 7.6%などとなっています。 

今後取得したい資格・技能は、「パソコン」が最も多く 12.7%、次いで「医療事務」が 7.5%、次い

で「介護福祉士」が 5.7%などとなっています。 

 

 

（父子世帯） 

現在取得している資格・技能は、「自動車運転免許」が最も多く73.3%、次いで「簿記」が8.6%、

「パソコン」が 7.6%などとなっています。 

仕事に役立っている資格・技能は、「自動車運転免許」が最も多く 54.3%、次いで「介護福祉士」

が 4.8%、「パソコン」が 3.8%などとなっています。 

今後取得したい資格・技能は、「簿記」「外国語」が最も多くそれぞれ 4.3%、次いで「按摩・マッサ

ージ指圧師」が 3.4%、「針灸師」「パソコン」がそれぞれ 2.6%などとなっています。 
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9.2

8.7

7.3

0.4

0.2

3.3

0.4

3.5

0.4

0.0

0.2

0.1

0.1

1.0

0.2

0.0

9.5

12.6

4.4

68.2

2.8

24.6

18.2

3.0

15.2

0.6

3.0

0.0

6.7

1.9

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

73.3

2.9

8.6

7.6

1.0

34.3

0.0

8.6

0 25 50 75 100

看護師・准看護師

介護福祉士

保育士

理学療法士

作業療法士

理・美容師

歯科衛生士

栄養士

保健師

助産師

鍼灸師

按摩・マッサ-ジ指圧師

柔道整復師

社会福祉士

精神保健福祉士

言語聴覚士

介護職員初任者研修

医療事務

教員

自動車運転免許

調理師

簿記

パソコン

外国語

その他

特になし

不明・無回答

(%)

①現在取得している資格・技能
（複数回答）

7.6

7.3

4.2

0.4

0.2

1.5

0.2

1.3

0.1

0.0

0.2

0.1

0.1

0.7

0.2

0.0

5.1

3.5

1.8

29.8

1.3

5.8

11.3

0.5

8.5

10.5

24.7

0.0

4.8

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

54.3

2.9

0.0

3.8

1.0

28.6

5.7

21.9

0 25 50 75 100

(%)

②仕事に役立っている資格・技能
（複数回答）

3.0

5.7

1.1

1.2

0.7

0.7

1.3

3.2

0.6

0.4

0.8

1.1

0.2

3.1

1.7

1.0

2.5

7.5

0.4

0.8

2.6

3.7

12.7

5.6

5.2

23.8

34.6

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

2.6

3.4

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

1.7

4.3

2.6

4.3

2.6

30.2

50.0

0 25 50 75 100

(%)

③今後取得したい資格・技能
（複数回答）

母子世帯（N=975）

父子世帯（N=116）
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（５） 経済状況について  

① 生活の経済的な状況 

（母子世帯） 

「苦しいが何とか生活できた」が最も多く 60.2%、次いで「経済的な問題はなかった」が 31.4%、

「非常に苦しかった」が 7.7%、「余裕があった」が 0.5%となっています。 

（父子世帯） 

「苦しいが何とか生活できた」が最も多く45.7%、次いで「経済的な問題はなかった」が39.7%、

「非常に苦しかった」が 10.3%、「余裕があった」が 4.3%となっています。 

 

（年齢別） 

すべての年代において「苦しいが何とか生活できた」が最も多くなっています。 

  

0.5

31.4

60.2

7.7

0.2

4.3

39.7

45.7

10.3

0.0

0 20 40 60 80

余裕があった

経済的な問題はなかった

苦しいが何とか生活できた

非常に苦しかった

不明・無回答

(%)

生活の経済的な状況
（単数回答）

母子世帯（N=975）

父子世帯（N=116）

1.1

1.0

1.0

0.6

0.0

27.6

39.4

30.5

27.6

41.7

55.2

54.4

60.1

63.5

41.7

16.1

5.2

8.0

8.3

16.7

0.4

0 20 40 60 80 100

20～29歳（N＝87）

30～39歳（N＝307）

40～49歳（N＝499）

50～59歳（N＝181）

60歳以上（N＝12）

(%)

生活の経済的な状況の変化

（年齢別）
（単数回答）

余裕があった 経済的な問題はなかった

苦しいが何とか生活できた 非常に苦しかった

不明・無回答
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【新型コロナウイルス感染症等の影響による生活の経済的な状況の変化】 

（母子世帯） 

新型コロナウイルス感染症等の影響による生活の経済的な状況の変化をみると、「変わらない」

が最も多く 45.9%、次いで「やや苦しくなった」が 32.4%、「苦しくなった」が20.8%、「余裕がう

まれた」が 0.8%となっています。 

 

（父子世帯） 

新型コロナウイルス感染症等の影響による生活の経済的な状況の変化をみると、「変わらない」

が最も多く 56.0%、次いで「やや苦しくなった」が 25.0%、「苦しくなった」が 18.1%、「余裕がう

まれた」が 0.9%となっています。 

 

 

  

0.8

45.9

32.4

20.8

0.0

0.9

56.0

25.0

18.1

0.0

0 20 40 60 80

余裕がうまれた

変わらない

やや苦しくなった

苦しくなった

不明・無回答

(%)

新型コロナウイルス感染症等の影響による

生活の経済的な状況の変化
（単数回答）

母子世帯

（N=975）

父子世帯

（N=116）
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【新型コロナウイルス感染症等の影響により生活の経済的な状況が変化した理由】 

（母子世帯） 

「やや苦しくなった」「苦しくなった」と回答した人のその理由は、「支出が増えた」が最も多く

38.3%、次いで「収入が減った」が 31.8%、「収入が減って・支出が増えた」が 23.9%などとなっ

ています。 

（父子世帯） 

「やや苦しくなった」「苦しくなった」と回答した人のその理由は、「収入が減った」が最も多く

42.0%、次いで「支出が増えた」が 28.0%、「収入が減って・支出が増えた」が 24.0%などとなっ

ています。 

  
 

（収入が減った理由） ※延べ件数 

・ 自宅待機や在宅勤務等により勤務時間・日数が減少したため ............................. 118件 

・ 会社や店舗が休業したため ............................................................................. 38件 

・ 給与やボーナス等が減額されたため ................................................................ 36件 

・ 休職・退職したため ........................................................................................ 35件 

・ お店等の客の数や売上が減少したため ............................................................. 30件 

・ 子どもの休校等により仕事の休みが増えたため ................................................ 26件 

・ 求職・転職のため ............................................................................................ 10件 

・ 同居者の収入が減少したため ............................................................................ 5件 

・ 養育費が支払われなくなったため ....................................................................... 3件 

・ その他 ............................................................................................................ 9件 

 

（支出が増えた理由） ※延べ件数 

・ 休校等により子どもが自宅にいる時間が増えて生活費が増加したため............... 190件 

・ 在宅勤務等により自宅にいる時間が増えて生活費が増加したため ....................... 89件 

・ マスクやアルコール消毒液等を購入したため ..................................................... 40件 

・ 子どもの成長に伴い教育費が増加したため ....................................................... 17件 

・ 児童クラブへの費用が増加したため.................................................................... 7件 

・ 親族への仕送り等が増加したため ...................................................................... 5件 

・ その他 .......................................................................................................... 12件  

23.9

31.8

38.3

4.6

1.3

24.0

42.0

28.0

4.0

2.0

0 20 40 60 80

収入が減って・支出が増えた

収入が減った

支出が増えた

その他

不明・無回答

(%)

新型コロナウイルス感染症等の影響により生活の経済的な状況が

苦しくなった理由
（単数回答）

母子世帯（N=519）

父子世帯（N=50）

※「収入が減って・支出が増えた」の状況を把握するために加工集計
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② 現在得ている収入の種類 

（母子世帯） 

「あなたの就労収入」が最も多く 86.9%、次いで「児童扶養手当」が 67.6%、「児童手当」が

63.9%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「あなたの就労収入」が最も多く 91.4%、次いで「児童手当」が 56.0%、「児童扶養手当」が

34.5%などとなっています。 

 

 

  

86.9

3.2

63.9

67.6

10.3

8.2

5.3

23.0

4.1

0.4

2.8

0.4

91.4

0.9

56.0

34.5

8.6

6.0

1.7

6.9

4.3

2.6

2.6

0.9

0 25 50 75 100

あなたの就労収入

あなた以外の家族の就労収入

児童手当

児童扶養手当

特別児童扶養手当

年金

親・親族からの援助

養育費

生活保護費

家賃等収入

その他

不明・無回答

(%)

現在得ている収入の種類
（複数回答）

母子世帯

（N=975）

父子世帯

（N=116）
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③ 同居家族を含む世帯の年間総収入 

（母子世帯） 

「200～300万円未満」が最も多く28.7%、次いで「100～200万円未満」が26.3%、「300

～400 万円未満」が 14.6%などとなっています。また、「100 万円未満」が 10.1％となっていま

す。 

 

 

 

（父子世帯） 

「400 万円以上」が最も多く 38.8%、次いで「300～400 万円未満」が 22.4%、「200～

300万円未満」が 14.7%などとなっています。また、「100万円未満」が 4.3％となっています。 

 

  

10.1

8.9

6.2

12.5

26.3

20.5

17.4

41.5

28.7

38.4

26.2

25.8

14.6

17.1

19.4

13.4

9.5

15.1

30.8

6.7

10.9

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=463）

H28全国（N=1,179）

H26県（N=751）

（%）

同居家族を含む世帯の年間総収入

（母子世帯）
(単数回答）

100万円未満 100～200万円未満 200～300万円未満

300～400万円未満 400万円以上 不明・無回答

4.3

13.2

2.4

9.7

6.9

13.2

7.3

20.7

14.7

34.2

8.9

28.3

22.4

17.1

19.4

26.9

38.8

22.4

62.1

14.5

12.9

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=76）

H28全国（N=248）

H26県（N=145）

（%）

同居家族を含む世帯の年間総収入

（父子世帯）
(単数回答）

100万円未満 100～200万円未満 200～300万円未満

300～400万円未満 400万円以上 不明・無回答
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④ 自身の年間総収入 

（母子世帯） 

「100～200万円未満」が最も多く34.6%、次いで「200～300万円未満」が29.9%、「100

万円未満」が 13.5%などとなっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「400 万円以上」が最も多く 39.7%、次いで「300～400 万円未満」が 23.3%、「200～

300万円未満」が 14.7%などとなっています。また、「100万円未満」が 6.0％となっています。 

 

 

  

13.5

12.3

34.6

29.3

29.9

36.7

11.4

13.7

3.9

8.0

6.7

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=600）

（%）

自身の年間総収入

（母子世帯）
(単数回答）

100万円未満 100～200万円未満 200～300万円未満

300～400万円未満 400万円以上 不明・無回答

6.0

13.7

11.2

13.7

14.7

42.1

23.3

22.1

39.7

8.4

5.2

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=95）

（%）

自身の年間総収入

（父子世帯）
(単数回答）

100万円未満 100～200万円未満 200～300万円未満

300～400万円未満 400万円以上 不明・無回答
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⑤ 自身の年間就労収入 

（母子世帯） 

「100～200万円未満」が最も多く36.0%、次いで「200～300万円未満」が21.8%、「100

万円未満」が 15.3%などとなっています。また、「なし」が 7.7%となっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「400 万円以上」が最も多く 38.8%、次いで「200～300 万円未満」が 23.3%、「300～

400万円未満」が 14.7%などとなっています。また、「100万円未満」が 2.6％、「なし」が 5.2％

となっています。 

 

  

7.7

0.0

0.0

0.0

15.3

17.0

22.3

25.5

36.0

40.1

35.8

44.0

21.8

28.3

21.9

17.4

6.8

9.9

10.7

8.7

2.7

4.7

9.2

4.2

9.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=558）

H28全国（N=1,464）

H26県（N=682）

（%）

自身の年間就労収入

（母子世帯）
(単数回答）

なし 100万円未満 100～200万円未満
200～300万円未満 300～400万円未満 400万円以上
不明・無回答

5.2

0.0

0.0

0.0

2.6

11.3

8.2

14.8

11.2

17.5

11.7

22.1

23.3

37.5

15.3

34.4

14.7

27.5

24.9

16.4

38.8

6.3

39.9

12.3

4.3

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=80）

H28全国（N=281）

H26県（N=122）

（%）

自身の年間就労収入

（父子世帯）
(単数回答）

なし 100万円未満 100～200万円未満

200～300万円未満 300～400万円未満 400万円以上

不明・無回答
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⑥ 世帯の預貯金額 

（母子世帯） 

「なし」が最も多く24.6%、次いで「50万円未満」が22.3%、「50～100万円未満」が13.5%

などとなっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「なし」が最も多く 27.6%、次いで「50万円未満」が 16.4%、「500 万円以上」が 15.5%など

となっています。 

 

 

  

24.6

0.0

0.0

0.0

22.3

61.3

39.7

62.7

13.5

9.3

6.6

10.5

12.0

12.6

10.6

9.9

10.9

11.2

11.0

7.5

7.3

5.6

9.3

9.4

9.4

0.0

22.8

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=571）

H28全国（N=2,060）

H26県（N=716）

（%）

世帯の預貯金額

（母子世帯）
(単数回答）

なし 50万円未満 50～100万円未満
100～200万円未満 200～500万円未満 500万円以上
不明・無回答

27.6

0.0

0.0

16.4

65.6

68.0

13.8

8.6

10.9

13.8

12.9

6.3

9.5

10.8

5.5

15.5

2.2

9.4

3.4

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=93）

H26県（N=128）

（%）

世帯の預貯金額

（父子世帯）
(単数回答）

なし 50万円未満 50～100万円未満
100～200万円未満 200～500万円未満 500万円以上
不明・無回答
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⑦ 収入と生活費のバランス 

【収入と生活費のバランス】 

（母子世帯） 

「収入と生活費が同じ」が最も多く 52.7%、次いで「収入より生活費が多い」が 31.1%、「収入よ

り生活費の方が少ない」が 15.8%となっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「収入と生活費が同じ」が最も多く 48.3%、次いで「収入より生活費の方が少ない」「収入より生

活費が多い」がそれぞれ 25.9%となっています。 

 

  

15.8

12.8

52.7

46.6

31.1

35.3

0.4

5.4

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=799）

（%）

収入と生活費のバランス

（母子世帯）
(単数回答）

収入より生活費の方が少ない 収入と生活費が同じ

収入より生活費が多い 不明・無回答

25.9

8.9

48.3

46.0

25.9

36.3

0.0

8.9

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=124）

（%）

収入と生活費のバランス

（父子世帯）
(単数回答）

収入より生活費の方が少ない 収入と生活費が同じ

収入より生活費が多い 不明・無回答
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【生活費の不足分を補てんする主な方法】 

（母子世帯） 

「収入より生活費が多い」と回答した人の生活費の不足分の補てん方法は、「預金を切り崩してい

る」が最も多く 52.8%、次いで「親、親族からの援助」「銀行等からの借入れ」がそれぞれ 14.5%、

「公的機関の貸付金事業の利用」が 6.9%などとなっています。 

 

 

（父子世帯） 

「収入より生活費が多い」と回答した人の生活費の不足分の補てん方法は、「銀行等からの借入れ」

が最も多く33.3%、次いで「預金を切り崩している」が26.7%、「親、親族からの援助」が20.0%

などとなっています。 

 

  

52.8

43.4

14.5

21.7

3.0

3.1

14.5

20.2

6.9

6.2

6.6

5.4

1.7

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=303）

H27調査（N=258）

（%）

生活費の不足分を補てんする主な方法

（母子世帯）
(単数回答）

預金を切り崩している 親、親族からの援助

知人、友人の借り入れ 銀行等からの借入れ

公的機関の貸付金事業の利用 その他

不明・無回答

26.7

20.6

20.0

41.2

6.7

8.8

33.3

20.6

6.7

2.9

6.7

5.9

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=30）

H27調査（N=34）

（%）

生活費の不足分を補てんする主な方法

（父子世帯）
(単数回答）

預金を切り崩している 親、親族からの援助

知人、友人の借り入れ 銀行等からの借入れ

公的機関の貸付金事業の利用 その他

不明・無回答
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⑧ 家計を最も圧迫している費用 

【家計を最も圧迫している費用】 

（母子世帯） 

「食費」が最も多く33.8%、次いで「育児・教育費」が29.4%、「住宅費」が28.2%などとなって

います。 

 

 

 

（父子世帯） 

「食費」が最も多く 36.2%、次いで「育児・教育費」が 31.9%、「住宅費」が 24.1%などとなって

います。 

 

  

33.8

20.3

28.2

29.3

0.7

0.9

29.4

39.4

5.1

10.1

2.7

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=690）

（%）

家計を最も圧迫している費用

（母子世帯）
(単数回答）

食費 住宅費 衣服費 育児・教育費 その他 不明・無回答

36.2

33.3

24.1

26.7

0.9

1.0

31.9

28.6

6.9

10.5

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=105）

（%）

家計を最も圧迫している費用

（父子世帯）
(単数回答）

食費 住宅費 衣服費 育児・教育費 その他 不明・無回答
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（年齢別） 

保護者の年齢別にみると、「20～29 歳」では「食費」が、「30～39 歳」では「住宅費」が、「40～

49歳」「50～59歳」では「育児・教育費」が、「60歳以上」では「食費」が最も多くなっています。 

「20～29歳」「30～39歳」では「住宅費」が、「40～49歳」「50～59歳」では、「育児・教育費」

が他の年代よりも多くなっています。 

 

 

  

39.1

35.6

2.3

14.9

5.7

2.3

34.9

36.2

0.7

23.1

3.6

1.6

32.1

25.7

0.6

33.5

5.4

2.8

35.9

14.9

0.6

39.8

7.7

1.1

33.3

25.0

0.0

8.3

8.3

25.0

0 20 40 60

食費

住宅費

衣服費

育児・教育費

その他

不明・無回答

(%)

家計を最も圧迫している費用
（年齢別）

（単数回答）

20～29歳（N＝87） 30～39歳（N＝307） 40～49歳（N＝499）

50～59歳（N＝181） 60歳以上（N＝12）
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【育児・教育費のうちで最も負担が大きいもの】 

（母子世帯） 

家計を最も圧迫している費用として「育児・教育費」と回答した人の育児・教育費で最も負担の大

きいものは、「学費（幼稚園・学校等）」が最も多く 43.6%、次いで「民間の学習施設（塾・家庭教師・

通信教育など）」が 30.7%、「習い事（民間の学習施設以外の習い事）」が 9.8%などとなっていま

す。 

 

（父子世帯） 

家計を最も圧迫している費用として「育児・教育費」と回答した人の育児・教育費で最も負担の大

きいものは、「学費（幼稚園・学校等）」が最も多く 56.8%、次いで「民間の学習施設（塾・家庭教師・

通信教育など）」が 27.0%、「習い事（民間の学習施設以外の習い事）」が 8.1%などとなっていま

す。 

 

 

  

43.6

2.8

30.7

9.8

11.8

1.4

56.8

0.0

27.0

8.1

8.1

0.0

0 20 40 60 80

学費（幼稚園・学校等）

保育・託児費（保育園等）

民間の学習施設（塾・家庭教師・

通信教育など）

習い事（民間の学習施設以外の習

い事）

その他

不明・無回答

(%)

育児・教育費のうちで最も負担が大きいもの
（単数回答）

母子世帯

（N=287）

父子世帯

（N=37）
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（6） 養育費について  

＜協議離婚、調停離婚、審判離婚、裁判離婚によりひとり親世帯になった人のみ回答＞ 

 

① 養育費に関する相談相手 

（母子世帯） 

「相談していない」が最も多く38.8%、次いで「親、兄弟姉妹、親戚」が30.3%、「家庭裁判所」が

11.3%などとなっています。 

 

 

  

30.3

4.7

4.5

0.1

7.7

11.3

0.2

0.1

1.1

38.8

1.1

48.1

8.1

7.3

0.5

11.8

23.4

0.3

0.5

0.0

24.4

5.1

2.7

0.2

8.0

8.8

0.1

2.0

45.5

3.4

49.9

8.8

4.0

0.0

12.8

18.1

0.0

6.3

0.0

0 20 40 60 80

親、兄弟姉妹、親戚

知人・隣人

県や市町の相談窓口

母子会

弁護士

家庭裁判所

ＮＰＯ法人やボランティアグ

ループ

ＳＮＳ（ツイッターなど）

その他

相談していない

不明・無回答

（%）

養育費に関する相談相手

（母子世帯）
(複数回答）

今回調査（N=806）

H27調査（N=372）

H28全国（N=1,817）

H26県（N=397）

※「SNS（ツイッターなど）」は今回調査のみの項目。

H27調査、H26県は「相談していない」の項目なし。
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（父子世帯） 

「相談していない」が最も多く 58.7%、次いで「親、兄弟姉妹、親戚」が 17.4%、「家庭裁判所」が

9.8%などとなっています。 

 

 

  

17.4

2.2

1.1

0.0

8.7

9.8

1.1

0.0

1.1

58.7

0.0

67.4

4.3

6.5

0.0

6.5

15.2

0.0

0.0

0.0

16.6

2.3

1.0

0.3

5.8

5.2

0.0

0.0

65.9

2.9

45.7

11.4

11.4

0.0

11.4

17.1

0.0

2.9

0.0

0 20 40 60 80

親、兄弟姉妹、親戚

知人・隣人

県や市町の相談窓口

母子会

弁護士

家庭裁判所

ＮＰＯ法人やボランティア

グループ

ＳＮＳ（ツイッターなど）

その他

相談していない

不明・無回答

（%）

養育費に関する相談相手

（父子世帯）
(複数回答）

今回調査（N=92）

H27調査（N=46）

H28全国（N=308）

H26県（N=35）

※「SNS（ツイッターなど）」は今回調査のみの項

目。

H27調査、H26県は「相談していない」の項目なし。
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② 養育費の取り決め状況と取り決め内容を記した文書の有無 

（母子世帯） 

「取り決めをしている」が 49.6%、「取り決めをしていない」が 49.6%となっています。 

「取り決めをしている」と回答した人のうち、「文書あり」が73.4%、「文書なし」が26.6%となっ

ています。 

 

 

 

 

 

  

49.6

45.5

42.9

45.9

49.6

54.5

54.2

54.1

0.9

0.0

2.9

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=805）

H27調査（N=718）

H28全国（N=1,817）

H26県（N=702）

（%）

養育費の取り決め状況

（母子世帯）
(単数回答）

取り決めをしている 取り決めをしていない 不明・無回答

73.4

77.4

73.3

67.4

26.6

21.4

26.3

30.7

0.0

1.2

0.4

1.9

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=399）

H27調査（N=327）

H28全国（N=780）

H26県（N=322）

（%）

養育費の取り決め内容を記した文書の有無

（母子世帯）
(単数回答）

文書あり 文書なし 不明・無回答
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（父子世帯） 

「取り決めをしている」が 33.7%、「取り決めをしていない」が 66.3%となっています。 

「取り決めをしている」と回答した人のうち、「文書あり」が54.8%、「文書なし」が45.2%となっ

ています。 

 

 

 

 

 

  

33.7

20.2

20.8

14.9

66.3

79.8

74.4

85.1

0.0

0.0

4.9

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=92）

H27調査（N=104）

H28全国（N=308）

H26県（N=114）

（%）

養育費の取り決め状況

（父子世帯）
(単数回答）

取り決めをしている 取り決めをしていない 不明・無回答

54.8

57.1

75.0

70.6

45.2

38.1

23.4

29.4

0.0

4.8

1.6

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=31）

H27調査（N=21）

H28全国（N=64）

H26県（N=17）

（%）

養育費の取り決め内容を記した文書の有無

（父子世帯）
(単数回答）

文書あり 文書なし 不明・無回答
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③ 養育費の取り決めをしていない理由 

（母子世帯） 

「相手に支払う意思や能力がないと思ったから」が最も多く 38.1%、次いで「相手と関わりたく

ないから」が 27.6%、「取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから」が 11.0%などとなって

います。 

 

（父子世帯） 

「相手に支払う意思や能力がないと思ったから」が最も多く 32.8%、次いで「相手と関わりたく

ないから」が 19.7%、「自分の収入等で経済的に問題がないから」が 18.0%などとなっています。 

 

   

1.5

1.4

2.8

1.1

5.3

8.4

5.4

3.6

38.1

46.2

38.6

48.2

3.5

4.7

0.1

5.0

1.5

0.8

0.6

1.4

11.0

7.5

5.4

10.2

1.3

0.3

0.9

1.9

27.6

26.2

31.4

23.3

8.3

4.5

11.9

5.3

2.0

2.9

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=399）

H27調査（N=359）

H28全国（N=985）

H26県（N=361）

（%）

養育費の取り決めをしていない理由

（母子世帯）
(単数回答）

自分の収入等で経済的に問題がないから
取り決めの交渉がわずらわしいから
相手に支払う意思や能力がないと思ったから
相手に養育費を請求できるとは思わなかったから
子どもを引き取った方が、養育費を負担するものと思っていたから
取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから
現在交渉中である又は、今後交渉予定のため
相手と関わりたくないから
その他
不明・無回答

18.0

10.8

17.5

7.5

4.9

17.6

8.3

4.3

32.8

32.4

31.9

40.9

4.9

4.1

0.4

6.5

3.3

8.1

7.0

5.4

6.6

4.1

0.4

1.1

1.6

1.4

0.4

19.7

17.6

20.5

28.0

8.2

4.1

5.7

6.5

7.9

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=61）

H27調査（N=74）

H28全国（N=229）

H26県（N=93）

（%）

養育費の取り決めをしていない理由

（父子世帯）
(単数回答）

自分の収入等で経済的に問題がないから
取り決めの交渉がわずらわしいから
相手に支払う意思や能力がないと思ったから
相手に養育費を請求できるとは思わなかったから
子どもを引き取った方が、養育費を負担するものと思っていたから
取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから
現在交渉中である又は、今後交渉予定のため
相手と関わりたくないから
その他
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④ 養育費の受給状況と金額 

（母子世帯） 

「受けたことがない」が最も多く 50.4%、次いで「現在も受けている」が 31.8%、「受けたことは

あるが、現在は受けていない」が 16.0%となっています。 

「現在も受けている」「受けたことはあるが、現在は受けていない」と回答した人のうち、受給金額

は「3～5 万円未満」が最も多く 36.6%、次いで「5～10 万円未満」が 24.9%、「金額は決まって

いない」が 12.7%などとなっています。 

 

 

 

  

  

31.8

25.3

24.3

28.1

16.0

16.2

15.5

14.1

50.4

58.5

56.0

57.8

1.7

0.0

4.2

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=805）

H27調査（N=718）

H28全国（N=1,817）

H26県（N=704）

（%）

養育費の受給状況

（母子世帯）
(単数回答）

現在も受けている
受けたことはあるが、現在は受けていない
受けたことがない
不明・無回答

6.8

9.7

6.7

11.9

17.8

20.9

36.6

30.9

42.8

24.9

23.2

21.9

4.2

2.7

4.0

12.7

12.1

3.7

2.9

3.7

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=385）

H27調査（N=298）

H26県（N=297）

（%）

養育費の受給金額

（母子世帯）
(単数回答）

2万円未満 2～3万円未満
3～5万円未満 5～10万円未満
10万円以上 金額は決まっていない
不明・無回答
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（父子世帯） 

「受けたことがない」が最も多く 80.4%、次いで「現在も受けている」が 13.0%、「受けたことは

あるが、現在は受けていない」が 5.4%となっています。 

「現在も受けている」「受けたことはあるが、現在は受けていない」と回答した人のうち、受給金額

は「2 万円未満」が最も多く 35.3%、次いで「2～3 万円未満」が 23.5%、「5～10 万円未満」が

17.6%などとなっています。 

 

 

 

 

  

13.0

6.8

3.2

6.8

5.4

2.9

4.9

0.8

80.4

90.3

86.0

92.4

1.1

0.0

5.8

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=92）

H27調査（N=103）

H28全国（N=308）

H26県（N=118）

（%）

養育費の受給状況

（父子世帯）
(単数回答）

現在も受けている
受けたことはあるが、現在は受けていない
受けたことがない
不明・無回答

35.3

22.2

11.1

23.5

33.3

44.4

5.9

33.3

33.3

17.6

11.1

11.1

5.9

0.0

0.0

11.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=17）

H27調査（N=9）

H26県（N=9）

（%）

養育費の受給金額

（父子世帯）
(単数回答）

2万円未満 2～3万円未満
3～5万円未満 5～10万円未満
10万円以上 金額は決まっていない
不明・無回答
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（７） 面会交流について  

<協議離婚、調停離婚、審判離婚、裁判離婚によりひとり親世帯になった人のみ回答> 

 

① 面会交流の取り決め状況と取り決めを記した文書の有無 

（母子世帯） 

「取り決めをしている」が 27.2%、「取り決めをしていない」が 70.3%となっています。 

「取り決めをしている」と回答した人のうち、「文書あり」が69.9%、「文書なし」が29.2%となっ

ています。 

 

 

 

 

  

  

27.2

25.9

24.1

24.2

70.3

74.1

70.3

75.8

2.5

0.0

5.6

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=805）

H27調査（N=706）

H28全国（N=1,817）

H26県（N=702）

（%）

面会交流の取り決め状況

（母子世帯）
(単数回答）

取り決めをしている 取り決めをしていない 不明・無回答

69.9

58.5

96.8

61.8

29.2

41.5

1.4

37.1

0.9

0.0

1.8

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=219）

H27調査（N=207）

H28全国（N=437）

H26県（N=170）

（%）

面会交流の取り決め内容を記した文書の有無

（母子世帯）
(単数回答）

文書あり 文書なし 不明・無回答
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（父子世帯） 

「取り決めをしている」が 21.7%、「取り決めをしていない」が 73.9%となっています。 

「取り決めをしている」と回答した人のうち、「文書あり」が75.0%、「文書なし」が25.0%となっ

ています。 

 

  

 

 

 

  

21.7

18.3

27.3

14.5

73.9

81.7

66.9

85.5

4.3

0.0

5.8

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=92）

H27調査（N=104）

H28全国（N=308）

H26県（N=117）

（%）

面会交流の取り決め状況

（父子世帯）
(単数回答）

取り決めをしている 取り決めをしていない 不明・無回答

75.0

57.1

72.6

64.7

25.0

42.9

27.4

35.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=20）

H27調査（N=21）

H28全国（N=84）

H26県（N=17）

（%）

面会交流の取り決め内容を記した文書の有無

（父子世帯）
(単数回答）

文書あり 文書なし 不明・無回答
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② 面会交流の実施状況と面会交流の頻度 

（母子世帯） 

「面会交流を行ったことがない」が最も多く 38.8%、次いで「現在、面会交流を行っている」が

33.8%、「過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行っていない」が 24.2%となっていま

す。 

「現在、面会交流を行っている」「過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行っていない」と

回答した人の実施頻度についてみると、「月 1 回」が最も多く 23.1%、次いで「都度協議」が

16.7%、「2～3 ヵ月に 1回程度」が 15.0%などとなっています。 

 

 

 

 

 

  

33.8

32.6

29.8

24.2

22.4

19.1

38.8

45.0

46.3

3.2

0.0

4.8

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=805）

H27調査（N=706）

H28全国（N=1,817）

（%）

面会交流の実施状況

（母子世帯）
(単数回答）

現在、面会交流を行っている
過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行っていない
面会交流を行ったことがない
不明・無回答

7.5

12.9

13.1

23.1

22.8

23.1

15.0

12.6

15.8

11.1

16.0

15.9

6.6

8.9

4.4

16.7

4.2

3.3

18.8

22.6

19.1

1.1

5.4

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=467）

H27調査（N=381）

H28全国（N=888）

（%）

面会交流の実施頻度

（母子世帯）
(単数回答）

月2回以上 月1回

2～3ヵ月に1回程度 4～6ヵ月に1回程度

長期休暇中（夏休み等）のみ 都度協議

その他 不明・無回答
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（父子世帯） 

「現在、面会交流を行っている」が最も多く 46.7%、次いで「面会交流を行ったことがない」が

32.6%、「過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行っていない」が 16.3%となっていま

す。 

「現在、面会交流を行っている」「過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行っていない」と

回答した人の実施頻度についてみると、「2～3 ヵ月に 1回程度」が最も多く 17.2％、次いで「月 1

回」が 15.5%、「都度協議」が 13.8%などとなっています。 

 

 

  

 

  

46.7

33.0

45.5

16.3

18.0

16.2

32.6

49.0

32.8

4.3

5.5

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=92）

H27調査（N=100）

H28全国（N=308）

（%）

面会交流の実施状況

（父子世帯）
(単数回答）

現在、面会交流を行っている
過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行っていない
面会交流を行ったことがない
不明・無回答

12.1

15.7

21.1

15.5

19.6

20.0

17.2

17.6

15.8

10.3

11.8

13.7

10.3

7.8

3.7

13.8

3.9

4.7

19.0

23.5

17.4

1.7

0.0

3.7

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=58）

H27調査（N=51）

H28全国（N=190）

（%）

面会交流の実施頻度

（父子世帯）
(単数回答）

月2回以上 月1回

2～3ヵ月に1回程度 4～6ヵ月に1回程度

長期休暇中（夏休み等）のみ 都度協議

その他 不明・無回答
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（８） 子どもに関することについて  

① 子どもからの悩み事や心配事などの相談の頻度とその内容 

（母子世帯） 

「よくする」が最も多く45.2%、次いで「たまにする」が42.7%、「あまりしない」が7.5%、「これ

までしたことがない」が 4.2%となっています。 

子どもと話す内容についてみると、「友達とのこと」が最も多く 72.0%、次いで「園や学校でのこ

と」が 71.9%、「成績や進路のこと」が 61.7%などとなっています。 

（父子世帯） 

「たまにする」が最も多く 51.7%、次いで「よくする」が 28.4%、「あまりしない」が 17.2%、「こ

れまでしたことがない」が 1.7%となっています。 

子どもと話す内容についてみると、「成績や進路のこと」が最も多く 77.9%、次いで「園や学校

でのこと」が 65.5%、「友達とのこと」が 59.3%などとなっています。 

 

 
 

 
  

45.2

42.7

7.5

4.2

0.4

28.4

51.7
17.2

1.7

0.9

0 20 40 60

よくする

たまにする

あまりしない

これまでしたことがない

不明・無回答

(%)

子どもからの悩み事や心配事などの相談の頻度
（単数回答）

母子世帯（N=975)

父子世帯（N=116)

72.0

71.9

61.7

34.7

27.1

4.8

0.3

59.3

65.5

77.9

27.4

24.8

6.2

0.0

0 25 50 75 100

友達とのこと

園や学校でのこと

成績や進路のこと

見た目や健康のこと

お金のこと

その他

不明・無回答

(%)

子どもからの悩み事や心配事などの相談の内容
（複数回答）

母子世帯

（N=930）

父子世帯

（N=113）
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② 子どもに関する悩み 

<子どもごとに回答> 

（母子世帯） 

「教育・進学」が最も多く 35.0%、次いで「しつけ」が 14.6%、「就職」が 11.4%などとなってい

ます。また、「特に悩みはない」が 11.2%となっています。 

 

 

  

14.6

35.0

11.4

6.7

5.7

2.5

1.5

1.3

0.7

0.3

5.3

3.9

11.2

10.7

33.3

3.4

0.4

2.3

3.0

2.6

1.5

0.5

0.1

16.9

4.9

20.6

13.1

58.7

6.0

3.0

5.9

0.0

0.0

2.6

0.8

0.4

0.0

5.2

0.0

16.0

42.6

3.4

1.8

2.7

0.0

0.0

2.4

0.6

0.9

0.0

4.9

24.7

0 20 40 60

しつけ

教育・進学

就職

非行

健康

友人関係

不登校・ひきこもり

食事・栄養

衣服・身のまわり

結婚問題

子育ての費用

その他

特に悩みはない

（%）

子どもに関する悩み

（母子世帯）

(各単数回答）

今回調査（N=1,473）

H27調査（N=1,007）

H28全国（N=不明）

H26県（N=964）
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（父子世帯） 

「教育・進学」が最も多く39.3%、次いで「就職」が 12.1%、「非行」が8.7%などとなっています。

また、「特に悩みはない」が 16.5%となっています。 

 

 

  

7.3

39.3

12.1

8.7

5.8

1.5

1.5

0.5

0.0

0.0

3.4

3.4

16.5

13.7

26.7

3.1

0.0

4.6

3.8

2.3

1.5

0.8

0.0

19.1

2.3

22.1

13.6

46.3

7.0

1.8

6.6

0.0

0.0

7.0

4.8

2.2

0.0

7.7

0.0

15.0

32.8

7.2

0.6

3.9

0.0

0.0

6.7

3.9

1.1

0.0

0.6

28.3

0 20 40 60

しつけ

教育・進学

就職

非行

健康

友人関係

不登校・ひきこもり

食事・栄養

衣服・身のまわり

結婚問題

子育ての費用

その他

特に悩みはない

（%）

子どもに関する悩み

（父子世帯）
(各単数回答）

今回調査（N=206）

H27調査（N=131）

H28全国（N=不明）

H26県（N=180）
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（子どもの年齢別） 

「0～6 歳」では、「しつけ」が最も多く 29.6%、次いで「子育ての費用」が 12.3%、「教育・進学」

が 10.7%などとなっています。 

「7～12歳」では、「教育・進学」が最も多く29.7%、次いで「しつけ」が17.8%、「子育ての費用」

が 7.7%などとなっています。 

「13～15 歳」では、「教育・進学」が最も多く 53.2%、次いで「子育ての費用」が 8.2%、「不登

校・ひきこもり」が 6.4%などとなっています。 

「16～18 歳」では、「教育・進学」が最も多く 54.0%、次いで「就職」が 7.8%、「子育ての費用」

が 7.0%などとなっています。 

「19 歳以上」では、「就職」が最も多く 26.5%、次いで「教育・進学」が 14.8%、「子育ての費用」

が 5.4%などとなっています。 

すべての年代において、「教育・進学」が上位 3位までに入っています。 

 

  

29.6

10.7

0.0

0.4

2.4

2.0

0.0

5.1

1.2

0.0

12.3

8.7

27.7

17.8

29.7

0.8

0.6

3.2

6.5

2.0

2.4

0.6

0.4

7.7

5.7

22.6

5.2

53.2

1.5

0.0

2.7

4.3

6.4

0.9

0.9

0.0

8.2

4.0

12.8

1.1

54.0

7.8

0.0

3.8

3.8

1.6

0.5

0.8

0.8

7.0

3.5

15.3

0.4

14.8

26.5

0.0

4.5

2.2

0.4

2.2

1.3

3.1

5.4

12.6

26.5

0 20 40 60

しつけ

教育・進学

就職

非行

健康

友人関係

不登校・ひきこもり

食事・栄養

衣服・身のまわり

結婚問題

子育ての費用

その他

特に悩みはない

(%)

子どもに関する悩み事
（子どもの年齢別）

（各単数回答）

0-6歳（N=253） 7-12歳（N=505） 13-15歳（N=329）

16-18歳（N=372） 19歳以上（N=223）



60 

 

 

③ 年間を通じて定期的に利用している教育・保育事業 

＜小学校入学前の子どもがいる人のみ回答＞ 

（母子世帯） 

「保育所」が最も多く43.3%、次いで「認定こども園」が28.0%、「幼稚園」が19.1%などとなっ

ています。 

 

（父子世帯） 

「保育所」が最も多く37.5%、次いで「幼稚園の預かり保育」「認定こども園」がそれぞれ25.0%、

「幼稚園」「親・兄弟姉妹・親戚等に預けている」「自分一人でみている」がそれぞれ 12.5%などとな

っています。 

 

 

  

19.1

13.4

43.3

28.0

0.0

1.9

0.0

1.9

0.0

13.4

1.9

8.3

1.3

1.3

12.5

25.0

37.5

25.0
0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

0.0

12.5

0.0

0.0

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育所

認定こども園

地域型保育事業

企業主導型保育事業

ベビーシッター

認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

親・兄弟姉妹・親戚等に預けて…

友人・知人に預けている

自分一人でみている

その他

不明・無回答

(%)

年間を通じて定期的に利用している教育・保育事業
（複数回答）

母子世帯

（N=157）

父子世帯

（N=8）
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④ 子どもが病気をしたときの世話 

＜小学校 3年生以下の子どもがいる人のみ回答＞ 

（母子世帯） 

「自分が仕事を休む」が最も多く60.9%、次いで「親、兄弟姉妹に頼む」が40.0%、「仕事場に連

れて行く」が 3.1%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「自分が仕事を休む」が最も多く 53.8%、次いで「親、兄弟姉妹に頼む」が 46.2%、「友人、知人

に頼む」「仕事場に連れて行く」がそれぞれ 3.8%などとなっています。 

 

 

  

60.9

40.0

2.0

0.0

0.0

0.0

3.1

11.7

0.0

53.8

46.2

3.8

0.0

0.0

0.0

3.8

7.7

0.0

0 25 50 75 100

自分が仕事を休む

親、兄弟姉妹に頼む

友人、知人に頼む

ファミリーサポートセンターを利用

イクじぃ・ばあばママサービスを利用

ベビーシッター

仕事場に連れて行く

その他

不明・無回答

(%)

子どもが病気の時の世話
（複数回答）

母子世帯

（N=350)
父子世帯

（N=26)
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⑤ 放課後や長期休暇中の子どもの過ごし方 

＜小学生の子どもがいる人のみ回答＞ 

【放課後の過ごし方】 

（学年別） 

「小学校１～２年生」では、「児童クラブ」が最も多く 63.2%、次いで「親、兄弟姉妹に預ける」が

34.7%、「塾や習い事」が 25.7%などとなっています。 

「小学校３～４年生」では、「子どもだけで自宅で過ごす」が最も多く 34.9%、次いで「親、兄弟姉

妹に預ける」が 32.9%、「塾や習い事」が 27.0%などとなっています。 

「小学校５～６年生」では、「子どもだけで自宅で過ごす」が最も多く 33.3%、次いで「塾や習い事」

が 25.2%、「友人と遊んで過ごす」が 20.2%などとなっています。 

 

 

 

  

63.2

25.7

8.3

0.7

2.1

34.7

3.5

19.4

3.5

8.3

23.0

27.0

21.7

1.3

5.9

32.9

0.7

34.9

1.3

5.9

2.8

25.2

20.2

1.4

6.7

15.6

0.7

33.3

1.1

7.4

0 20 40 60 80

児童クラブ

塾や習い事

友人と遊んで過ごす

児童館・児童センター

学校でのクラブ活動

親、兄弟姉妹に預ける

通人・知人に預けている

子どもだけで自宅で過ごす

放課後子ども教室

その他

(%)

放課後に親がいないとき、小学生の子どもが過ごす場所
（複数回答）

小学校1～2年生

（N=144）

小学校3～4年生

（N=152）

小学校5～6年生

（N=282）
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【長期休暇中の過ごし方】 

（学年別） 

「小学校１～２年生」では、「児童クラブ」が最も多く 54.9%、次いで「親、兄弟姉妹に預ける」が

39.6%、「塾や習い事」が 21.5%などとなっています。 

「小学校３～４年生」では、「親、兄弟姉妹に預ける」が最も多く 42.1%、次いで「子どもだけで自

宅で過ごす」が 30.3%、「児童クラブ」が 22.4%などとなっています。 

「小学校５～６年生」では、「子どもだけで自宅で過ごす」が最も多く 30.9%、次いで「塾や習い事」

が 20.9%、「親、兄弟姉妹に預ける」が 18.4%などとなっています。 

 

 

  

54.9

21.5

3.5

0.0

1.4

39.6

2.1

18.8

2.1

8.3

22.4

21.1

15.8

1.3

5.9

42.1

0.7

30.3

2.6

5.9

2.8

20.9

16.7

0.7

4.3

18.4

0.7

30.9

0.7

7.1

0 20 40 60 80

児童クラブ

塾や習い事

友人と遊んで過ごす

児童館・児童センター

学校でのクラブ活動

親、兄弟姉妹に預ける

通人・知人に預けている

子どもだけで自宅で過ごす

放課後子ども教室

その他

(%)

長期休暇中に親がいないとき、小学生の子どもが過ごす場所
（複数回答）

小学校1～2年生

（N=144）

小学校3～4年生

（N=152）

小学校5～6年生

（N=282）
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⑥ 子どもの進学希望について 

（母子世帯） 

「大学・大学院」が最も多く 45.6%、次いで「高校」が 19.3%、「専門（専修）学校・各種学校」が

14.6%などとなっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「大学・大学院」が最も多く 55.2%、次いで「高校」が 21.6%、「専門（専修）学校・各種学校」が

9.5%などとなっています。 

 

  

0.7

0.5

0.6

19.3

24.5

28.0

1.7

3.5

4.7

45.6

50.2

46.1

14.6

17.3

12.0

3.2

3.9

8.6

14.9

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=735）

H28全国（N=1,978）

（%）

子どもの進学希望について

（母子世帯）
(単数回答）

中学校 高校
短大 大学・大学院
専門（専修）学校・各種学校 その他
不明・無回答

※「その他」について、H28全国は「高等専門学校」を含む。

0.0

0.0

1.3

21.6

40.9

31.3

3.4

2.6

2.7

55.2

37.4

41.4

9.5

16.5

11.1

4.3

2.6

12.2

6.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=115）

H28全国（N=377）

（%）

子どもの進学希望について

（父子世帯）
(単数回答）

中学校 高校
短大 大学・大学院
専門（専修）学校・各種学校 その他
不明・無回答

※「その他」について、H28全国は「高等専門学校」を含む。
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（世帯年収別） 

世帯の年間総収入別にみると、収入にかかわらず「大学・大学院」が最も多くなっています。また、

「100 万円未満」「100～200 万円未満」では、他よりも「高校」が多く、「大学・大学院」が少なくな

っています。 

 

 

  

2.9

28.2

1.9

32.0

14.6

3.9

16.5

0.4

25.4

1.5

38.3

14.0

3.4

17.0

1.0

12.8

3.4

49.2

17.5

2.4

13.8

0.0

13.7

1.2

56.0

13.7

4.8

10.7

0.0

14.5

0.0

68.8

8.0

2.9

5.8

0 20 40 60 80

中学校

高校

短大

大学・大学院

専門（専修）学校・各種

学校

その他

不明・無回答

(%)

子どもの進学希望について
（世帯の年収別）

（単数回答）

100万円未満（N=103） 100～200万円未満（N=264）

200～300万円未満（N=297） 300～400万円未満（N=168）

400万円以上（N=138）
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⑦ 高校以上の進学を希望する世帯での貸与型奨学金の利用希望 

（母子世帯） 

子どもの進学を「高校」「短大」「大学・大学院」「専門（専修）学校・各種学校」までと考えていると

回答した人の貸与型奨学金の利用希望は、「まだ決めていない」が最も多く 48.6%、次いで「希望

する」が 31.1%、「希望しない」が 17.7%となっています。 

 

（父子世帯） 

子どもの進学を「高校」「短大」「大学・大学院」「専門（専修）学校・各種学校」までと考えていると

回答した人の貸与型奨学金の利用希望は、「まだ決めていない」が最も多く 43.3%、次いで「希望

する」が 36.5%、「希望しない」が 18.3%となっています。 

 

 

 

 

  

31.1

17.7

48.6

2.7

36.5

18.3

43.3

1.9

0 20 40 60 80

希望する

希望しない

まだ決めていない

不明・無回答

(%)

高校以上の進学を希望する世帯での

貸与型奨学金の利用希望
（単数回答）

母子世帯（N=792）

父子世帯（N=104）
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⑧ 小学生から高校生の子どもがいる世帯での民間の学習施設等の利用状況と利用しな

い理由 

（母子世帯） 

「利用している」が 31.9%、「利用していない」が 62.4%となっています。 

「利用していない」と回答した人のその理由についてみると、「経済的に余裕がない」が最も多く

54.6%、次いで「特に必要性を感じない」が18.3%、「子どもが嫌がる」が12.7%などとなってい

ます。 

（父子世帯） 

「利用している」が 38.0%、「利用していない」が 58.0%となっています。 

「利用していない」と回答した人のその理由についてみると、「経済的に余裕がない」が最も多く

36.2%、次いで「特に必要性を感じない」が 31.0%、「学校行事（部活動など）等により子どもに時

間がない」が 12.1%などとなっています。 

 

 

  

31.9

62.4

5.7

38.0

58.0

4.0

0 20 40 60 80

利用している

利用していない

不明・無回答

(%)

小学生から高校生の子どもがいる世帯での

民間の学習施設の利用状況
（単数回答）

母子世帯（N=720）

父子世帯（N=100）

18.3

12.7

1.1

54.6

5.6

6.7

1.1

31.0

10.3

0.0

36.2

12.1

8.6

1.7

0 20 40 60 80

特に必要性を感じない

子どもが嫌がる

近隣にない

経済的に余裕がない

学校行事（部活動など）等により

子どもに時間がない

その他

不明・無回答

(%)

民間の学習施設を利用していない理由
（単数回答）

母子世帯

（N=449）

父子世帯

（N=58）
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⑨ 市が実施している学習支援の利用意向 

【小学生対象】 

<民間の学習施設を利用していない小学生の子どもがいる人のみ回答> 

（母子世帯） 

「どちらかと言えば利用したい」が最も多く 33.0%、次いで「利用したい」が 31.3%、「どちらか

と言えば利用しない」が 18.1%、「利用しない」が 15.0%となっています。 

（父子世帯） 

「利用しない」が最も多く 33.3%、次いで「どちらかと言えば利用したい」が 25.0%、「利用した

い」が 20.8%、「どちらかと言えば利用しない」が 16.7%となっています。 

 

 

 

（経済的な理由で民間の学習施設に通うことのできない世帯） 

「利用したい」が最も多く 40.0%、次いで「どちらかと言えば利用したい」が 32.1%、「どちらか

と言えば利用しない」が 17.1%、「利用しない」が 7.1%となっています。 

 

   

  

31.3

33.0

18.1

15.0

2.6

20.8

25.0

16.7

33.3

4.2

0 20 40 60 80

利用したい

どちらかと言えば利用したい

どちらかと言えば利用しない

利用しない

不明・無回答

(%)

小学生対象の学習支援の利用意向
（単数回答）

母子世帯

（N=227）

父子世帯

（N=24）

40.0

32.1

17.1

7.1

3.6

0 20 40 60 80

利用したい

どちらかと言えば利用したい

どちらかと言えば利用しない

利用しない

不明・無回答

(%)

経済的な理由で民間学習施設に通うことのできない世帯で

の小学生対象の学習支援の利用意向
（単数回答；N=140）
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【中学生対象】 

<民間の学習施設を利用していない中学生の子どもがいる人のみ回答> 

（母子世帯） 

「どちらかと言えば利用したい」が最も多く 27.1%、次いで「利用したい」が 23.6%、「利用しな

い」が 22.9%、「どちらかと言えば利用しない」が 18.6%となっています。 

（父子世帯） 

「利用しない」が最も多く 37.5%、次いで「どちらかと言えば利用しない」が 20.8%、「利用した

い」「どちらかと言えば利用したい」が 16.7%となっています。 

 

 

 

（経済的な理由で民間の学習施設に通うことのできない世帯） 

「利用したい」が最も多く 32.5%、次いで「どちらかと言えば利用したい」が 25.3%、「利用しな

い」が 15.7%、「どちらかと言えば利用しない」が 14.5%となっています。 

 

 

 

  

23.6

27.1

18.6

22.9

7.9

16.7

16.7

20.8

37.5

8.3

0 20 40 60 80

利用したい

どちらかと言えば利用したい

どちらかと言えば利用しない

利用しない

不明・無回答

(%)

中学生対象の学習支援の利用意向
（単数回答）

母子世帯

（N=140）

父子世帯

（N=24）

32.5

25.3

14.5

15.7

12.0

0 20 40 60 80

利用したい

どちらかと言えば利用したい

どちらかと言えば利用しない

利用しない

不明・無回答

(%)

経済的な理由で民間学習施設に通うことのできない世帯で

の中学生対象の学習支援の利用意向
（単数回答；N=83）
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【高校生対象】 

<民間の学習施設を利用していない高校生の子どもがいる人のみ回答> 

（母子世帯） 

「利用しない」が最も多く 32.3%、次いで「どちらかと言えば利用したい」が 24.0%、「どちらか

と言えば利用しない」が 18.6%、「利用したい」が 16.8％となっています。 

（父子世帯） 

「利用しない」が最も多く 33.3%、次いで「どちらかと言えば利用したい」「どちらかと言えば利

用しない」が 18.2%、「利用したい」が 6.1%となっています。 

 

 

 

（経済的な理由で民間の学習施設に通うことのできない世帯） 

「どちらかと言えば利用したい」が最も多く 29.4%、次いで「利用しない」が 21.1%、「どちらか

と言えば利用しない」が 20.2%、「利用したい」が 17.4%となっています。 

 

 

  

16.8

24.0

18.6

32.3

8.4

6.1

18.2

18.2

33.3

24.2

0 20 40 60 80

利用したい

どちらかと言えば利用したい

どちらかと言えば利用しない

利用しない

不明・無回答

(%)

高校生対象の学習支援の利用意向
（単数回答）

母子世帯

（N=167）

父子世帯

（N=33）

17.4

29.4

20.2

21.1

11.9

0 20 40 60 80

利用したい

どちらかと言えば利用したい

どちらかと言えば利用しない

利用しない

不明・無回答

(%)

経済的な理由で民間学習施設に通うことのできない家庭で

の高校生対象の学習支援の利用意向
（単数回答；N=19）
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（９） 相談相手や困りごとについて  

① 相談相手の有無と相談相手 

【相談相手の有無】 

（母子世帯） 

「いる」が 87.8%、「いない」が 8.9%、「必要がない」が 1.8%となっています。 

 

 

 

（父子世帯） 

「いる」が 74.1%、「いない」が 22.4%、「必要がない」が 3.4%となっています。 

 

 

  

87.8

82.8

80.0

84.7

8.9

13.8

12.1

11.6

1.8

3.3

8.0

3.8

1.4

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=975）

H27調査（N=780）

H28全国（N=2,008）

H26県（N=796）

（%）

相談相手の有無

（母子世帯）
(単数回答）

いる いない 必要がない 不明・無回答

※H28全国の「相談相手なし」のうち「相談相手が欲しい」を「いない」で集計。

74.1

63.6

55.7

58.2

22.4

33.1

24.0

28.8

3.4

3.3

20.3

13.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査（N=116）

H27調査（N=121）

H28全国（N=384）

H26県（N=146）

（%）

相談相手の有無

（父子世帯）
(単数回答）

いる いない 必要がない 不明・無回答

※H28全国の「相談相手なし」のうち「相談相手が欲しい」を「いない」で集計。
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【主な相談相手】 

（母子世帯） 

「親・兄弟姉妹・親戚」が最も多く 65.4%、次いで「知人・隣人」が 29.0%、「公的機関（福祉事務

所など）」が 1.3%などとなっています。 

 

 

  

65.4

29.0

0.4

0.0

1.3

0.4

0.1

3.4

0.1

70.4

26.9

0.4

0.0

1.1

1.1

0.0

61.9

33.3

0.4

0.0

1.5

0.1

2.8

0.0

62.9

35.2

0.2

0.0

0.2

1.6

0.0

0 25 50 75 100

親・兄弟姉妹・親戚

知人・隣人

母子・父子自立支援員等

母子会

公的機関（福祉事務所など）

ＮＰＯ法人

ＳＮＳ（ツイッタ-など）

その他

不明・無回答

（%）

主な相談相手

（母子世帯）
(単数回答）

今回調査（N=856）

H27調査（N=527）

H28全国（N=1,578）

H26県（N=674）

※H27調査、H26県には「NPO法人」「SNS」の項目が、H28全国「SNS」の項目がない。
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（父子世帯） 

「親・兄弟姉妹・親戚」が最も多く 67.4%、次いで「知人・隣人」が 27.9%、「母子会」「公的機関

（福祉事務所など）」がそれぞれ 1.2%などとなっています。 

 

 

  

67.4

27.9

0.0

1.2

1.2

0.0

0.0

1.2

1.2

85.1

11.9

0.0

0.0

0.0

3.0

0.0

64.6

31.6

0.5

0.0

1.0

0.0

2.4

0.0

67.1

30.5

1.2

0.0

0.0

1.2

0.0

0 25 50 75 100

親・兄弟姉妹・親戚

知人・隣人

母子・父子自立支援員等

母子会

公的機関（福祉事務所など）

ＮＰＯ法人

ＳＮＳ（ツイッタ-など）

その他

不明・無回答

（%）

主な相談相手

（父子世帯）
(単数回答）

今回調査（N=86）

H27調査（N=67）

H28全国（N=209）

H26県（N=82）

※H27調査、H26県には「NPO法人」「SNS」の項目が、H28全国「SNS」の項目がない。
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② 子育て以外で特に困っていること 

（母子世帯） 

「家計について」が最も多く 35.8%、次いで、「仕事について」が 15.9%、「健康について」が

9.8%などとなっています。また、「特になし」が 16.5%となっています。 

 

 

  

5.6

15.9

3.2

9.8

35.8

7.6

1.5

16.5

4.0

9.0

19.9

2.0

8.7

45.9

5.3

9.3

0.0

0.0

9.5

13.6

2.3

13.0

50.4

6.7

4.5

0.0

0.0

9.8

15.0

0.5

7.0

61.8

0.0

6.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

住居について

仕事について

家事について

健康について

家計について

親族の健康・介護について

その他

特になし

不明・無回答

（%）

子育て以外で特に困っていること

（母子世帯）
(単数回答）

今回調査（N=975）

H27調査（N=647）

H28全国（N=1,543）

H26県（N=654）
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（父子世帯） 

「家計について」が最も多く26.7%、次いで「仕事について」が19.8%、「家事について」「健康に

ついて」がそれぞれ 7.8%などとなっています。また、「特になし」が 22.4%となっています。 

 

 

  

2.6

19.8

7.8

7.8

26.7

6.0

0.9

22.4

6.0

6.3

20.8

8.3

6.3

51.0

4.2

3.1

0.0

0.0

4.5

15.4

16.1

10.1

38.2

11.6

4.1

0.0

0.0

5.9

11.8

9.2

7.6

58.8

0.0

6.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80

住居について

仕事について

家事について

健康について

家計について

親族の健康・介護について

その他

特になし

不明・無回答

（%）

子育て以外で特に困っていること

（父子世帯）
(単数回答）

今回調査（N=116）

H27調査（N=96）

H28全国（N=267）

H26県（N=119）
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（10）福祉関係の公的制度等について  

① 市のひとり親世帯向けの支援の満足度とその理由 

（母子世帯） 

「どちらとも言えない」が最も多く 33.2%、次いで「やや満足」が 30.3%、「満足」が 15.3%な

どとなっています。 

（父子世帯） 

「どちらとも言えない」が最も多く47.4%、次いで「不満」が19.0%、「やや満足」が13.8%など

となっています。 

 

  

  

15.3

30.3

33.2

10.7

7.7

2.9

8.6

13.8

47.4

8.6

19.0

2.6

0 20 40 60

満足

やや満足

どちらとも言えない

やや不満

不満

不明・無回答

(%)

市のひとり親世帯向けの支援の満足度
（単数回答）

母子世帯

（N=975）
父子世帯

（N=116）
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（年齢別） 

保護者の年齢別にみると、すべての年代で『満足』（「満足」「やや満足」の合計）が『不満』（「やや不

満」「不満」の合計）よりも多くなっています。また、「30～39 歳」では『満足』が他の年齢と比べて

多くなっていいます。 

 

  

 

（世帯年収別） 

世帯年収別にみると、400 万円以上の世帯を除き、『満足』（「満足」「やや満足」の合計）が『不満』

（「やや不満」「不満」の合計）よりも多くなっています。「100～200 万未満」で「満足」が、「400 万

以上」で「不満」が他よりも多くなっています。 

 

  

19.5

15.0

13.2

14.4

25.0

23.0

34.5

27.3

24.9

16.7

29.9

32.9

34.5

41.4

25.0

11.5

10.1

10.8

10.5

13.8

6.2

10.8

6.6

2.3

1.3

3.4

2.2

33.3

0 20 40 60 80 100

20～29歳（N=87)

30～39歳（N=307)

40～49歳（N=499)

50～59歳（N=181)

60歳以上（N=12)

(%)

市のひとり親世帯向けの支援の満足度

（年齢別）

（単数回答）

満足 やや満足
どちらともいえない やや不満
不満 不明・無回答

10.7

16.7

15.8

13.7

10.1

28.2

33.0

31.0

27.4

20.3

39.8

34.1

32.0

35.1

34.8

7.8

9.5

10.4

11.9

14.5

10.7

4.2

7.4

10.7

18.1

2.9

2.7

3.4

1.2

2.2

0 20 40 60 80 100

100万円未満

（N=103）

100～200万円未満

（N=264）

200～300万円未満

（N=297）

300～400万円未満

（N=168）

400万円以上

（N=138）

(%)

市のひとり親世帯向けの支援の満足度

（世帯年収別）

（単数回答）

満足 やや満足
どちらともいえない やや不満
不満 不明・無回答
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【その理由】 

 

母子・父子世帯の別と支援の満足度の別を組み合わせた、以下の区分で整理しています。 

 

区分 回答者数・延べ記述件数 

母子世帯 「満足」または「やや満足」 182人 271件 

407人 543件 「どちらともいえない」 70人 87件 

「やや不満」または「不満」 155人 185件 

父子世帯 「満足」または「やや満足」 11人 11件 

48人 56件 「どちらともいえない」 12人 14件 

「やや不満」または「不満」 25人 31件 

※ 満足度不明・無回答で理由の記述があったものについては、その内容を鑑みて「やや不満＋不満」と

して扱っています。 

 

（母子世帯） （407人・543件） 

 

ア 「満足」または「やや満足」と回答した人の、満足度の理由（182人・271件） 

■ 経済的支援 

① 高校生以上の子どもを対象とした経済的支援が必要 16件 

② 児童扶養手当等の支援金額が不十分 5件 

③ 給付条件における同居家族の扱いに疑問 5件 

④ 収入増による支援金の減額に不満 3件 

⑤ その他 5件 

 

■子育て・生活支援 

① 行政の対応への感想 14件 

② 住宅支援の必要性 8件 

③ 手続きの改善を望む 8件 

④ 情報の周知が不足 6件 

⑤ 保育所・児童クラブなどの子育て支援の改善を望む 4件 

⑥ その他 1件 

 

■その他（196件） 

・ 児童扶養手当、医療費、コロナ特別支援金、ひとり親高等職業訓練給付金等、それぞれの経済的

支援、もしくは「全体的に」何らかの形で満足／感謝しています。（177件） 
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イ 「どちらともいえない」と回答した人の、満足度の理由（70人・87件） 

 

■経済的支援 

① 高校生以上の子どもを対象とした経済的支援が必要 10件 

② 児童不要手当等の支援金額が不十分 7件 

③ 収入増による支援金の減額に不満 6件 

④ その他 6件 

 

■子育て・生活支援 

① 情報の周知が不足 8件 

② 手続きの改善を望む 6件 

③ 行政の対応への感想 6件 

④ 住宅支援の必要性 4件 

⑤ その他 6件 

 

■その他（28件） 

・ 児童扶養手当、医療費、コロナ特別支援金、ひとり親高等職業訓練給付金等、それぞれの経済的

支援、もしくは「全体的に」何らかの形で満足／感謝しています。（9件） 

 

 

ウ 「やや不満」または「不満」と回答した人の、満足度の理由（155人・185件） 

■経済的支援 

① 高校生以上の子どもを対象とした経済的支援が必要 28件 

② 給付条件における収入基準に疑問 22件 

③ 収入増による支援金の減額に不満 21件 

④ 児童不要手当等の支援金額が不十分 19件 

⑤ 給付条件における同居家族の扱いに疑問 18件 

⑥ その他 13件 

 

■子育て・生活支援 

① 行政の対応への感想 9件 

② 保育所・児童クラブなどの子育て支援の改善を望む 7件 

③ 住宅支援の必要性 4件 

④ その他 9件 

 

■その他（35件） 

・ 児童扶養手当、医療費、コロナ特別支援金、ひとり親高等職業訓練給付金等、それぞれの経済的

支援、もしくは「全体的に」何らかの形で満足／感謝しています。（13件）  
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（父子世帯） （48人・56件） 

 

ア 「満足」または「やや満足」と回答した人の、満足度の理由（11人・11件） 

① 満足している／助かっている 9件 

②その他 2件 

 

イ 「どちらともいえない」と回答した人の、満足度の理由（12人・14件） 

① 情報の周知が不足 5件 

② 母子世帯に比べて支援が少ない 4件 

③ 自分は非該当 4件 

④ その他 1件 

 

ウ 「やや不満」または「不満」と回答した人の、満足度の理由不満（25人・31件） 

① 母子世帯に比べて支援が少ない 9件 

② 現行以外の支援が欲しい 5件 

③ 自分は非該当 4件 

④ 情報の周知が不足 4件 

⑤ その他 9件 
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② 公的制度の認知度 

（母子世帯） 

「医療助成制度（こども・ひとり親家庭）」が最も多く 93.1%、次いで「福祉・子育て相談窓口（松

山市役所別館 1階）」が 81.9%、「就学援助制度」が 81.3%などとなっています。 

 

（父子世帯） 

「医療助成制度（こども・ひとり親家庭）」が最も多く 62.7%、次いで「福祉・子育て相談窓口（松

山市役所別館 1階）」が 51.0％、「就学援助制度」が 46.6%などとなっています。 

 

   

52.5

59.3

51.9

41.3

41.5

36.3

37.7

55.4

51.7

60.5

81.9

68.7

55.1

52.3

64.5

67.7

37.6

55.1

50.8

81.3

93.1

30.3

6.0

27.6

24.2

25.3

25.0

26.0

28.6

30.6

29.6

51.0

42.4

30.3

30.6

38.4

41.8

28.3

27.0

28.0

46.6

62.7

0 25 50 75 100

（ア）母子会が実施している技能習得講習会

（イ）自立支援教育訓練給付金事業

（ウ）高等職業訓練促進給付金事業

（エ）高等学校卒業程度認定試験

合格支援給付金支給事業

（オ）母子・父子自立支援プログラム策定事業

（カ）子育て短期支援事業

（キ）ひとり親家庭等日常生活支援事業

（ク）母子・父子・寡婦福祉資金貸付事業

（ケ）松山市資格取得等支援事業

（コ）母子生活支援施設（旧母子寮）

（サ）福祉・子育て相談窓口（松山市役所別館1階）

（シ）子ども総合相談

（ス）自立相談支援窓口

（セ）母子・父子福祉センター

（ソ）福祉総合支援センター

（婦人相談所・児童相談所）

（タ）民生・児童委員

（チ）旅客鉄道会社（ＪＲ）

の通勤定期乗車券割引の証明

（ツ）ファミリー・サポート・センター

（テ）イクじぃ・ばあばママサービス

（ト）就学援助制度

（ナ）医療助成制度（子ども・ひとり親家庭）

(%)

公的制度の認知度
（各単数回答）

母子世帯

父子世帯

※項目により回答者数が異なる
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③ 公的制度の利用満足度 

（母子世帯） 

利用したことがある人の利用満足度は、「非常に役に立った」では、「医療助成制度（こども・ひと

り親家庭）」が最も多く91.2%、次いで「就学援助制度」が79.1%、「高等職業訓練促進給付金事業」

が 63.6%などとなっています。 

「役に立たなかった」では、「イクじぃ・ばあばママサービス」が最も多く 36.8%、次いで「ひとり親

家庭等日常生活支援事業」が 36.4%、「ファミリー・サポート・センター」が 34.9%などとなってい

ます。 

  

40.6

51.4

63.6

33.3

58.3

54.5

27.3

59.5

47.6

47.8

38.9

38.4

40.0

38.1

37.7

25.3

52.9

37.2

31.6

79.1

91.2

40.6

40.5

22.7

41.7

25.0

18.2

36.4

26.2

38.1

47.8

52.6

49.3

43.3

38.1

43.5

43.4

29.4

27.9

31.6

18.8

7.8

18.8

8.1

13.6

25.0

16.7

27.3

36.4

14.3

14.3

4.3

8.6

12.3

16.7

23.8

18.8

31.3

17.6

34.9

36.8

2.0

1.0

0 25 50 75 100

（ア）母子会が実施している技能習得講習会（N=32）

（イ）自立支援教育訓練給付金事業（N=37）

（ウ）高等職業訓練促進給付金事業（N=44）

（エ）高等学校卒業程度認定試験

合格支援給付金支給事業（N=12）

（オ）母子・父子自立支援プログラム策定事業（N=12）

（カ）子育て短期支援事業（N=11）

（キ）ひとり親家庭等日常生活支援事業（N=11）

（ク）母子・父子・寡婦福祉資金貸付事業（N=42）

（ケ）松山市資格取得等支援事業（N=21）

（コ）母子生活支援施設（旧母子寮）（N=23）

（サ）福祉・子育て相談窓口（松山市役所別館1階）

（N=175）

（シ）子ども総合相談（N=73）

（ス）自立相談支援窓口（N=30）

（セ）母子・父子福祉センター（N=21）

（ソ）福祉総合支援センター（婦人相談所・児童相談

所）（N=69）

（タ）民生・児童委員（N=83）

（チ）旅客鉄道会社（ＪＲ）

の通勤定期乗車券割引の証明（N=17）

（ツ）ファミリー・サポート・センター（N=43）

（テ）イクじぃ・ばあばママサービス（N=19）

（ト）就学援助制度（N=446）

（ナ）医療助成制度（こども・ひとり親家庭）（N=771

）

(%)

公的制度の利用満足度（母子世帯）
（各単数回答）

非常に役に立った ある程度役に立った 役に立たなかった
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（父子世帯） ※回答者数が少ないことに留意 

利用したことがある人の利用満足度は、「非常に役に立った」では、「ひとり親家庭等日常生活支

援事業」が最も多く 100.0%、次いで「医療助成制度（こども・ひとり親家庭）」が 81.8%、「就学援

助制度」が 77.8%などとなっています。 

 

 

  

50.0

0.0

100.0

50.0

44.4

20.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

77.8

81.8

0.0

100.0

0.0

0.0

22.2

60.0

50.0

33.3

80.0

50.0

100.0

25.0

16.7

15.9

50.0

0.0

0.0

50.0

33.3

20.0

50.0

33.3

20.0

50.0

0.0

75.0

5.6

2.3

0 25 50 75 100

（イ）自立支援教育訓練給付金事業（N=2）

（オ）母子・父子自立支援プログラム策定事業（N=1）

（キ）ひとり親家庭等日常生活支援事業（N=1）

（ク）母子・父子・寡婦福祉資金貸付事業（N=2）

（サ）福祉・子育て相談窓口（松山市役所別館1階）

（N=9）

（シ）子ども総合相談（N=5）

（ス）自立相談支援窓口（N=2）

（セ）母子・父子福祉センター（N=3）

（ソ）福祉総合支援センター（婦人相談所・児童相談

所）（N=5）

（タ）民生・児童委員（N=2）

（チ）旅客鉄道会社（ＪＲ）

の通勤定期乗車券割引の証明（N=1）

（ツ）ファミリー・サポート・センター（N=4）

（ト）就学援助制度（N=18）

（ナ）医療助成制度（こども・ひとり親家庭）（N=44）

(%)

公的制度の利用満足度（父子世帯）
（各単数回答）

非常に役に立った ある程度役に立った 役に立たなかった
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④ 公的制度の今度の利用意向 

（母子世帯） 

「利用したい」は「医療助成制度（こども・ひとり親家庭）」が最も多く63.3%、次いで「就学援助制

度」が 49.5%、「旅客鉄道会社（ＪＲ）の通勤定期乗車券割引の証明」が 25.8%などとなっていま

す。 

 

 

  

17.4

18.4

14.9

11.8

9.1

10.2

15.4

18.6

22.1

5.8

21.9

18.4

11.0

11.1

12.2

9.4

25.8

13.2

11.6

49.5

63.3

51.5

50.9

54.2

57.1

59.5

58.4

53.1

50.1

46.5

62.3

46.5

49.6

57.1

57.0

56.0

58.7

43.1

55.2

56.3

21.9

8.8

0 25 50 75 100

（ア）母子会が実施している技能習得講習会

（イ）自立支援教育訓練給付金事業

（ウ）高等職業訓練促進給付金事業

（エ）高等学校卒業程度認定試験

合格支援給付金支給事業

（オ）母子・父子自立支援プログラム策定事業

（カ）子育て短期支援事業

（キ）ひとり親家庭等日常生活支援事業

（ク）母子・父子・寡婦福祉資金貸付事業

（ケ）松山市資格取得等支援事業

（コ）母子生活支援施設（旧母子寮）

（サ）福祉・子育て相談窓口（松山市役所別館1階）

（シ）子ども総合相談

（ス）自立相談支援窓口

（セ）母子・父子福祉センター

（ソ）福祉総合支援センター

（婦人相談所・児童相談所）

（タ）民生・児童委員

（チ）旅客鉄道会社（ＪＲ）

の通勤定期乗車券割引の証明

（ツ）ファミリー・サポート・センター

（テ）イクじぃ・ばあばママサービス

（ト）就学援助制度

（ナ）医療助成制度（こども・ひとり親家庭）

(%)

公的制度の今後の利用意向

（母子世帯）
（各単数回答；N＝975）

利用したい 利用しない
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（父子世帯） 

「利用したい」は「医療助成制度（こども・ひとり親家庭）」が最も多く 43.1%、次いで「就学援助制

度」が 35.3%、「旅客鉄道会社（ＪＲ）の通勤定期乗車券割引の証明」が 19.8%などとなっていま

す。 

 

 

  

6.9

12.1

7.8

8.6

6.0

9.5

14.7

19.0

14.7

5.2

12.9

10.3

10.3

11.2

7.8

7.8

19.8

9.5

4.3

35.3

43.1

62.1

56.9

61.2

60.3

62.9

59.5

54.3

52.6

56.0

64.7

56.0

58.6

58.6

57.8

61.2

61.2

50.0

57.8

63.8

41.4

30.2

0 25 50 75 100

（ア）母子会が実施している技能習得講習会

（イ）自立支援教育訓練給付金事業

（ウ）高等職業訓練促進給付金事業

（エ）高等学校卒業程度認定試験

合格支援給付金支給事業

（オ）母子・父子自立支援プログラム策定事業

（カ）子育て短期支援事業

（キ）ひとり親家庭等日常生活支援事業

（ク）母子・父子・寡婦福祉資金貸付事業

（ケ）松山市資格取得等支援事業

（コ）母子生活支援施設（旧母子寮）

（サ）福祉・子育て相談窓口（松山市役所別館1階）

（シ）子ども総合相談

（ス）自立相談支援窓口

（セ）母子・父子福祉センター

（ソ）福祉総合支援センター

（婦人相談所・児童相談所）

（タ）民生・児童委員

（チ）旅客鉄道会社（ＪＲ）

の通勤定期乗車券割引の証明

（ツ）ファミリー・サポート・センター

（テ）イクじぃ・ばあばママサービス

（ト）就学援助制度

（ナ）医療助成制度（こども・ひとり親家庭）

(%)

公的制度の今後の利用意向

（父子世帯）
（各単数回答；N＝116）

利用したい 利用しない
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⑤ 公的制度や市の子育て支援に関する情報の入手方法 

（母子世帯） 

「ひとり親家庭のしおり」が最も多く 46.5%、次いで「広報まつやま」が 35.3%、「松山市ホーム

ページ」が 33.2%などとなっています。 

 

 

  

35.3

46.5

33.2

8.3

7.6

0.9

24.4

4.1

1.8

6.8

6.8

14.7

52.7

13.3

13.6

23.9

3.2

22.3

0.0

10.1

0.0

0.0

0 20 40 60

広報まつやま

ひとり親家庭のしおり

松山市ホームページ

福祉・子育て相談窓口

松山市職員に聞いて

松山市以外の相談窓口

友人・知人に聞いて

ＳＮＳ（ツイッターなど）からの情報

その他

公的制度の情報を得たことがない

不明・無回答

（%）

公的制度や市の子育て支援に関する

情報の入手方法（母子世帯）
(複数回答）

今回調査（N=975）

H27調査（N=566）
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（父子世帯） 

「松山市ホームページ」が最も多く 28.4%、次いで、「ひとり親家庭のしおり」が 22.4%、「広報

まつやま」が 21.6％などとなっています。また、「公的制度の情報を得たことがない」が 25.9%と

なっています。 

 

 

 

  

21.6

22.4

28.4

10.3

7.8

0.0

17.2

0.9

0.0

25.9

10.3

19.6

33.3

13.7

23.5

21.6

3.9

21.6

0.0

7.8

0.0

0.0

0 20 40 60

広報まつやま

ひとり親家庭のしおり

松山市ホームページ

福祉・子育て相談窓口

松山市職員に聞いて

松山市以外の相談窓口

友人・知人に聞いて

ＳＮＳ（ツイッターなど）からの情報

その他

公的制度の情報を得たことがない

不明・無回答

（%）

公的制度や市の子育て支援に関する

情報の入手方法（父子世帯）
(複数回答）

今回調査（N=116）

H27調査（N=51）
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⑥ 子育てや子どもに関する相談窓口で重要なこと 

（母子世帯） 

『重要である』（「とても重要である」「どちらかといえば重要である」の合計）では、「プライバシー

や個人情報が保護されている」が最も多く 89.5%、次いで「知りたいことをわかりやすく説明して

くれる」が 89.3%、「じっくりと話をきいてくれる」が 87.7%などとなっています。 

 

 

  

75.0

61.6

43.2

53.4

45.7

52.9

81.1

14.3

26.1

37.4

32.5

38.7

28.1

8.4

1.5

3.1

9.2

4.2

5.4

8.0

1.6

1.3

1.3

2.1

1.8

1.9

3.2

0.9

7.9

7.9

8.1

8.0

8.2

7.8

7.9

0 25 50 75 100

（ア）知りたいことをわかりやすく

説明してくれる

（イ）じっくりと話をきいてくれる

（ウ）担当制で対応してくれる

（エ）1か所で様々な相談に応じて

くれる

（オ）複数の相談方法がある（面

談、電話、メールなど）

（カ）子ども連れでも相談できる

（キ）プライバシーや個人情報が保

護されている

(%)

子育てや子供に関する相談窓口で重要なこと

(母子世帯）

（単数回答；N=975）

とても重要である どちらかといえば重要である

どちらかといえば重要でない 重要でない

不明・無回答
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（父子世帯） 

『重要である』（「とても重要である」「どちらかといえば重要である」の合計）では、「知りたいこと

をわかりやすく説明してくれる」が最も多く 84.5%、次いで「じっくりと話をきいてくれる」が

83.6%、「プライバシーや個人情報が保護されている」が 82.8%などとなっています。 

 

 

  

69.0

55.2

39.7

54.3

37.1

37.1

66.4

15.5

28.4

28.4

27.6

40.5

30.2

16.4

0.9

0.9

15.5

3.4

7.8

11.2

4.3

2.6

2.6

3.4

2.6

1.7

8.6

0.9

12.1

12.9

12.9

12.1

12.9

12.9

12.1

0 25 50 75 100

（ア）知りたいことをわかりやすく

説明してくれる

（イ）じっくりと話をきいてくれる

（ウ）担当制で対応してくれる

（エ）1か所で様々な相談に応じて

くれる

（オ）複数の相談方法がある（面

談、電話、メールなど）

（カ）子ども連れでも相談できる

（キ）プライバシーや個人情報が保

護されている

(%)

子育てや子供に関する相談窓口で重要なこと

（父子世帯）

（単数回答；N=116）

とても重要である どちらかといえば重要である

どちらかといえば重要でない 重要でない

不明・無回答
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⑦ ＬＩＮＥ等のコミュニケーションアプリを活用したひとり親世帯向けの相談窓口について 

（母子世帯） 

利用意向は、「どちらとも言えない」が最も多く 46.3%、次いで「利用しない」が 26.3%、「利用

したい」が 22.3%となっています。 

こうした相談窓口についての考え方は、「相談内容や個人情報の漏洩が不安」が最も多く

43.5%、次いで「気軽に相談できそう」が37.4%、「電話よりも相談しやすい」が27.2%などとな

っています。 

（父子世帯） 

利用意向は、「どちらとも言えない」が最も多く 4４.8%、次いで「利用しない」が 28.4%、「利用

したい」が 20.7%となっています。 

こうした相談窓口についての考え方は、「気軽に相談できそう」が最も多く37.9%、次いで「相談

内容や個人情報の漏洩が不安」が 31.0%、「画一的な対応をされそう」が 22.4%などとなってい

ます。 

 

  

   

22.3

26.3

46.3

5.2

20.7

28.4

44.8

6.0

0 20 40 60

利用したい

利用しない

どちらとも言えない

不明・無回答

(%)

LINE等のコミュニケーションアプリを活用した

ひとり親世帯向けの相談窓口の利用意向

（単数回答）

母子世帯（N=975）

父子世帯（N=116）

37.4

27.2

19.8

43.5

19.2

5.1

7.6

37.9

15.5

18.1

31.0

22.4

5.2

10.3

0 20 40 60

気軽に相談できそう

電話よりも相談しやすい

面談よりも相談しやすい

相談内容や個人情報の漏洩が不安

画一的な対応をされそう

その他

不明・無回答

(%)

LINE等のコミュニケーションアプリを活用した

ひとり親世帯向けの相談窓口に対する考え方
（複数回答）

母子世帯（N=975）

父子世帯（N=116）
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（１１）自由記述について  

 

母子・父子世帯の別と親の年齢の別を組み合わせた、以下の区分で整理しています。 

 

区分 回答者数・延べ記述件数 

母子世帯 20～29歳 15人 23件 

278人 38５件 

30～39歳 82人 14５件 

40～49歳 135人 165件 

50～59歳 41人 47件 

その他 5人 5件 

父子世帯   23人 35件 

 

 

（母子世帯） （278人・385件） 

 

ア 20～29歳（15人・23件） 

① 仕事について悩みがある 5件 

② 経済的不安がある 3件 

③ 経済的支援が欲しい 2件 

④ 精神的不安がある 2件 

⑤ その他 11件 

 

イ 30～39歳（82人・145件） 

① 行政の対応について 26件 

② 住居関連の支援が欲しい 11件 

③ 仕事について悩みがある 10件 

④ 児童手当受給制度等に不満がある 10件 

⑤ 保育所・児童クラブなどの子育て支援の改善を望む 9件 

⑥ 経済的不安がある 9件 

⑦ 教育関連の出費に不安がある 8件 

⑧ その他 62件 

 

ウ 40～49歳（135人・165件） 

① 教育関連の出費に不安がある 19件 

② 行政の対応への感想 18件 

③ 児童手当受給制度等に不満がある 13件 

④ 経済的不安がある 9件 

⑤ 病児・障がい児への支援が欲しい 8件 
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⑥ 養育費問題 8件 

⑦ 住居関連の支援が欲しい 7件 

⑧ 仕事について悩みがある 7件 

⑨ 保育所・児童クラブなどの子育て支援の改善を望む 7件 

⑩ その他 69件 

 

エ 50～59歳（41人・47件） 

① 行政の対応への感想 10件 

② 教育関連の出費に不安がある 9件 

③ 児童手当受給制度の見直し 3件 

④ その他 25件 

 

オ その他（5人・5件） 

 

 

（父子世帯） （23人・35件） 

① 支援情報が不足している 5件 

② 教育関連の出費に不安がある 3件 

③ 保育所・児童クラブなどの子育て支援の改善を望む 3件 

④ 医療扶助についての改善を望む 3件 

⑤ 児童手当受給制度等に不満がある 2件 

⑥ 経済的支援が欲しい 2件 

⑦ その他 17件 
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■資料：アンケート調査票 
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